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□□□□□□ 

事務事業の概要 

１ 概況 

(1) 学校の沿革 

明治30年７月      浜名郡会において本校設立の件が議決され、文部大臣から設立認可を受け、 

静岡県浜名郡蚕業学校と称し、修業年限本科２か年、別科６か月と制定する。

明治35年３月      静岡県浜名郡立蚕業学校と改称する。 

大正８年４月   県立に移管し、静岡県立蚕業学校と改称する。 

昭和９年６月      静岡県立浜松農蚕学校と改称する。 

昭和23年４月   静岡県立浜松農業高等学校と改称する。 

昭和30年４月      農業機械コース及び農業土木コースを設置し、募集定員を各25人とする。 

昭和30年４月１日を本校の開校元年とする。 

昭和31年４月   農業機械コース及び農業土木コースに代えて農業機械科を設置し、募集定 

員を50人とする。 

昭和32年４月   静岡県立浜松農工高等学校と改称し、工業課程を併置する。機械科募集定員 

         を100人とする。 

昭和33年４月      工業課程電気科を設置し、募集定員を50人とする。 

昭和34年９月      電気実験棟新築落成 

昭和36年４月   工業課程機械科募集定員を90人とする。 

昭和37年４月   工業課程電気科募集定員を90人とする。 

昭和38年４月      募集定員を農業課程農業機械科100人、工業課程機械科170人、工業課程電気 

科140人とする。      

昭和39年３月   本館鉄筋コンクリート４階建16教室新築落成 

機械実習工場新築落成 

昭和39年４月   農業課程が静岡県立農業経営高等学校として分離し、本校は静岡県立浜松城 

北工業高等学校と校名を改称し、独立の工業高等学校として新発足する。募 

集定員を機械科210人、電気科130人とする。 

昭和40年３月      電気実習棟増築落成 

昭和41年４月      募集定員を機械科200人、電気科120人とする。 

                        機械科実験棟鉄筋コンクリート３階建新築落成 

昭和42年３月      本館第２期工事（普通教室８、校長室、事務室等）増築落成 

昭和43年１月   体育館兼講堂新築落成 

昭和43年４月   本館第３期工事（物理室、化学室 、図書室、視聴覚室、生徒昇降所等）増 

築落成 

昭和47年４月   電子科を設置し、募集定員を40人とする。電気科募集定員を80人とする。 

昭和48年４月      格技場新築落成 

昭和49年３月      電子科実験棟鉄筋コンクリート３階建新築落成 

昭和54年３月     プール竣工（25ｍ、８コース） 
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昭和55年４月     電子科募集定員を80人とする。 

   昭和55年10月      生活館新築落成 

      昭和56年３月      工業棟及び自転車置場新築落成 

      昭和57年１月      鋳鍛工場新築落成 

      昭和57年４月     機械科募集定員を160人とする。 

      昭和58年４月     機械科募集定員を200人とする。 

      昭和58年10月     本館耐震補強工事竣工 

      昭和58年12月     ブラスバンド・卓球練習場新築落成 

      昭和62年３月     新技術実習棟及び教室棟新築落成 

   昭和62年４月     電子機械科を設置し、募集定員を40人とする。 

      平成２年４月     機械科募集定員を120人、電子機械科募集定員を80人とする。 

   平成２年12月      テニスコート完成（２面） 

      平成３年３月      第二体育館及び東部室新築落成 

      平成８年４月     機械科募集定員を80人とする。 

      平成９年４月     機械科募集定員を120人とする。 

      平成12年２月      電気実験棟第１期建築工事落成 

      平成13年３月      電気実験棟落成 

   平成17年１月   体育館耐震補強工事竣工 

平成17年４月   電気科募集定員を40人とする。 

平成19年12月   本館及び生徒昇降所耐震補強工事竣工 

平成20年９月   機械実験棟及び電子実験棟耐震補強工事竣工 

平成23年３月   武道場耐震補強工事竣工 

平成23年３月   自動車整備実習室・浜松特別支援学校城北分校新築落成 

平成24年８月   機械実習工場・省エネ研究部室及びプール付属棟耐震補強工事等竣工 

令和２年４月   電子機械科募集定員40名とする。 

令和４年４月   文部科学省からマイスター・ハイスクール事業に指定される。 

         （令和７年３月まで） 

令和６年４月   機械科募集定員を80人とする。 



３ 学 年

２ 学 年

１ 学 年

事　務　部

教　　　科

学　　　年

会　　　計

管　　　財

運営委員会

マイスターハイスクール

事業推進委員会

マイスターハイスクール

事務長

庶　　　務

後 援 会

同 窓 会

企 画 ・ 調 整

教 育 相 談

演 劇 教 室

企 画 ・ 調 整

教 務 課

進 路 課

・いじめ防止対策委員会

・表彰委員会

・職員コンプライアンス委員会

・アレルギー疾患検討委員会

・特別支援教育推進委員会

・環境推進委員会

各種委員会

・学校保健委員会

・職員安全衛生委員会

（教育相談室）

・学校運営協議会

・教育課程検討委員会

職員会議

入学広報室

・体験入学

・広報

庶 務

庶 務

企 画 ・ 調 整

生 活 指 導

交通安全指導

生 徒 会

企 画 ・ 調 整

教 育 課 程

MH推進室

総 務 課

保 健 課

図 書 課 視 聴 覚

庶 務 ・ 広 報

外 郭 団 体

庶 務

企 画 ・ 調 整

進 路 指 導

式 典

防 災 教 育

環 境 美 化

部 活 動

図 書 管 理

読 書 指 導

学 習 指 導

日 課

Ｌ Ｈ Ｒ

奨 学 金

高 大 連 携

電 気 科

電 子 科

機 械 科

電 子 機 械 科

学 科 長 会

庶 務

企 画 ・ 調 整

報 告 ・ 発 表

Ｐ Ｔ Ａ

入 学 広 報

生 徒 育 成

企 業 参 画

業 務 改 善

庶 務

保 健 指 導

就 職 指 導

進 学 指 導

庶 務

企 画 ・ 調 整

学 科

・職員交通安全委員会

・施設開放委員会

・学校評価委員会

（２）組織図

　　　

・共生・共育推進委員会

校　長 副校長 教　頭 生 徒 課

　（兼行事検討委員会）

運営委員会

教　務　部

・防火・防災対策委員会

・70周年記念実行委員会

・制服検討委員会
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２ 目指す学校像 

（1）スクール・ミッション 

校訓「誠実・勤労」、合い言葉「地球にやさしいエンジニアの育成」のもと、浜松地域に根差し

た工業高校として、地元企業との連携した教育を通して、社会で活躍できるスペシャリストの育成

を目指す 

（2）スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー～卒業までに育成する人～ 

① 責任を自覚し誠実で協調性に富み、社会の発展に貢献できる人 

② 幅広い教養を持ち工業の見方・考え方を働かせることができる人 

③ 将来の夢の実現に向けて、自分から進んで学ぶ人 

④ 環境に関する視点をもつ地球にやさしいエンジニア 

カリキュラム・ポリシー～本校の学び～ 

① 主体的、協働的な学びを通して課題解決に取り組む教育 

② 教科及び工業の学びを通して知識・技術、思考力・判断力・表現力、学びに向かう力・人

間性を育む教育 

③ 将来の進路を見据えた教育 

④ 社会貢献活動などの環境教育を通して環境意識を育む教育 

⑤ 浜松型マイスター・ハイスクール事業を通したロボティクス・デジタル人財の育成 

アドミッション・ポリシー～本校が入学を求める人～ 

① 夢や目標に向かって、努力や挑戦を続ける意欲がある人 

② 工業・情報・ロボット技術に関心があり、将来はエンジニアとして活躍し、社会の発展に

貢献したいと考えている人 

③ 学習・資格取得，部活動，学校行事・生徒会活動及び社会貢献活動に誠実かつ積極的に取

り組む姿勢がある人 

 (3) スクール・ポリシー具現化の柱 
ア  学習指導、イ  生活指導、ウ  進路指導、エ  部活動･特別活動等、オ  広報･外部との連携、 
カ  業務改善 

 
３ 監査対象期間の年度別学校経営の取組等 
（１） ６年度の取組目標への評価及び成果と課題（ゴシックは重点目標） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

未知の状況

にも対応で

きる思考

力･判断力･

表現力を高

める授業の

実践 

・「授業に、自分の考え

を表現する場面や対

話する場面が取り入

れられていて、理解

を深めることができ

る」と答えた生徒

90％以上 

・授業アンケートで「授

業が分かる」と答え

た生徒80％以上 

・授業参観した教員

100％ 

・前期 90.0％ 

 後期 89.0％ 

 

 

 

 

 

・80.2(85.6%) 

 

 

・80.9%(90.9) 

 

Ｂ 

・授業の理解度は向上しているが、

会話を苦手としている生徒への

対応を工夫したい。 

・アクト成果発表会での発表会を

通じ、多くの生徒が自分の体験

や学んだことを大観衆の前で表

現することができた。 

・学習用端末の導入により視覚的

に分かりやすい授業を実践し、

良い成果を得た。 

・目標を達成できるように授業参

観の周知を徹底したい。 
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 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

 ・観点別評価の着実な

実施、具体的な評価規

準の作成 

・適切な観点別評

価について各教

科で検討した。 
 

・新課程の観点別評価は着実に実

施されている。 

・主体的態度の評価について検討

が必要である。 

基礎力の定

着、学習習

慣の確立 

・「力がついたと実感で

きる」と答えた生徒

80％以上 

・学習時間調査で「１日

の学習時間 60分以上」

と答えた生徒 70％以

上 

・「進路を意識した具体

的な取組をしている」

と答えた生徒 80％以

上 

・前期 83.2％ 

後期 88.5％ 

 

・65%(平均 34 分) 

 

 

 

・前期 86.0％ 

後期 83.0％ 

 

 

Ｂ 

・達成 

 

 

・課題・宿題はやるが、自主的な

学習が少ない。家庭学習の定着

を意識付けたい。生徒によって

学習時間の差が大きい。 

・達成 

（昨年 前 79.5％、後 75.5％） 

 ３者面談を通してクラス全員の

進路を丁寧に説明し、取り組み

を充実させた。 

資格取得･

検定合格に

向けた指導 

・技能検定合格 

３級 60 人以上 

２級 ５人以上   

前期合格者 

３級 76 人(83) 

２級 3 人(1) 

後期合格者 

３級  人 

２級  人 

Ａ 

後期で達成予定。 

（後期合格者の発表（３月）後に

判断する。） 

・電気工事士合格 

２種 30人以上 

１種 15人以上 

 

合格者 

第２種 19 人(18) 

第１種 15 人(20) 
Ｂ 

・未達成。補習を朝・放課後の任

意参加としているため参加者が

減少した。生徒の意欲向上と試

験の目的を伝える必要あり。 

・情報技術検定合格 

３級 70 ％以上 

２級 50％以上 

合格者 

３級 77.0％(69.6) 

２級 34.7％(48.1) 

Ｂ 

・２級は難易度が高く、一方で指

導できる教員が減少したことで

合格目標に届かなかった。 

・計算技術検定 

３級合格 80 ％以上 

合格者 

３級 88.5％(80.3) 
Ａ 

・達成 

・機械製図検定合格 

30 人以上 

合格者  

59 人(41) 
Ａ 

・達成 
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 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

イ 

基本的生活

習慣の確

立、規範意

識の育成、

他者を尊重

する態度の

育成 

・無遅刻者の割合 85％以

上、遅刻延べ数前年度

比 10％減 

・前年比半減（特に加害） 

・交通事故ゼロ 

 

・「校内スマホルールを

守っている」と答えた

生徒 95％以上 

・「自分も他の人も大事

にしている」と答えた

生徒 90％以上 

・無遅刻率 78％ 

(80) 

・遅刻延べ数前年

比 109%(124%) 

 

 

・95％(99) 

 

 

・95％(94) 

 

Ｂ 

・目標に届かなかった。 

（昨年度 80.0％） 

・目標を達成できなかった。 

・事故 2 件減少、加害 1 件 

風邪, 発熱, 頭痛, 腹痛, 体調不

良, 通院,伝染病,精神的不調 

・高い割合を維持できている。 

 

 

・達成 

 

いじめや不

登校生徒へ

の相談体制

の整備、教

職員の対応

能力向上 

・いじめに関する調査を

年２回実施 

 

 

 

 

・「信頼できる先生がい

る」と答えた生徒 85％

以上 

・いじめに関する

調査を２回実

施。  

 

 

 

・86％(84) 

 

Ａ 

・達成。 

・いじめフローチャートの作成、

聞き取りシートの改訂により、

発覚から再発防止までの一連の

対応を迅速に行うことができ

た。 

・Ｃラーニングにより年間を通し

ていじめの申し出が確率された 

ウ 

望ましい勤

労観・職業

観の育成、

系統的なキ

ャリア教育

の展開 

・「必要な進路情報が入

手出来ている」と答え

た生徒 85％以上 

・インターンシップに60

人程度が参加し、生徒

の自己評価75点以上

及び企業の評価Ａ（良

好）がともに75％以上 

 

・１次募集での内定率

85％以上、年内内定率

100％ 

・前期 93％(92) 

後期 92％(91) 

 

・インターン参加

79 人(90) 

・自己評価 75 点以

上 92％(93) 

・企業評価Ａ83％ 

 

・1 次募集内定率

93.7％(91.3) 

・年内内定率

99.0％(99.4) 

Ａ 

・達成 

 

 

・達成 

インターンシップと同時期に開講

されている学校設定科目「ロボテ

ィクス実習」のためインターンシ

ップに参加する昨年より生徒数が

少なくなっている。 

・未達成であるが企業の事情によ

るところが大きいので十分に目標

を達成したといえる 
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 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

エ 

共生意識の

醸成、特別

支援教育の

充実 

・交流事業15件以上 

 

 

 

 

・特別配慮を必要とする

全ての生徒について

情報共有の場を設け

る。 

・クラス交流、行

事等を合わせて

15 件の交流を

実施できた。 

Ａ 

・クラス、学年、学科など多岐に

わたって交流を行っている。 

・全体では、対面式、体育大会、

球技大会、防災訓練、文化祭で

交流を行っている。 

・分校の定員増に伴い、交流に関

わる生徒数が増加し、交流時間

や交流場所の設定が難しくなっ

てきている。 

特別活動や

部活動を通

した、協調

性･積極性･

達成感･忍

耐力の育成 

・「学校生活に達成感・満

足感を持っている」と

答えた生徒80％以上 

・「部活動に積極的に参

加し、やりがいを感じ

る」と答えた生徒80％

以上 

 

 

・休養日及び１日の活動

時間を遵守した部活

動の割合80％以上 

・79％(87) 

 

 

・61％(87) 

 

 

 

 

 

・83％(78) 

Ｂ 

・未達成 

 

 

・未達成 

本年度から部活動は 1 年生全員参

加、2，3 年生は任意登録になり、

生徒の部活動への意識の変化が起

きたのではないか。アンケート項

目の再考が必要。 

・達成 

読書活動を

通した知

性･感性の

育成 

・「１か月間に１冊以上

の本を読んだ」と答え

た生徒70％以上 

・76.9%(71) 

Ａ 

・達成 

・朝読書が円滑に実施できたので、

授業を開始する環境を整えるこ

とができ、読書への興味・関心

を高めることができた。 

社会貢献活

動を通した

社会性･人

間関係形成

能力の育成 

・学校の社会体験活動等

に参加した生徒 50 人

以上 

・10 人 

(述べ 40 人) 

Ｃ 

・環境に対する学校全体の取組を

推進する必要がある。活動が３

年生の進路決定時期と重なるた

め３年生が活動に加わりにく

い。 
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 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

エ 

環境意識の

高揚 

・「省エネや分別など環

境を意識した行動を

している」と答えた生

徒85％以上 

・ゴミの分別100％ 

 

 

 

 

 

・課題研究で環境意識

を盛り込んだ取組を

行う。 

・86(85) 

 

 

 

・100％には達し

なかった。 

 
Ａ 

・未達成 

・環境を意識した行動がとれた生

徒は 86％で、目標は達成できた。

ゴミの持ち帰りや、ペットボト

ルの分別など、きちんと意識し

て行動している生徒がほとんど

であったが、放置されたままの

ペットボトルも時々目にした。

分別 100%にはもう少し努力が

必要である。 

・課題研究の授業では材料を廃材

の再利用とし、廃棄時は分別処

理し、リサイクルできるように

した。 

技術系各種

競技大会へ

の積極的参

加 

・各種大会での上位入賞 ・各種大会で優秀

な成績を収め

た。 

 

Ａ 

・【機械科】ものづくりコンテスト

東海大会旋盤作業部門に出場 

・【電子機械科】なし 

・【電気科】ものづくりコンテスト

東海大会電気工事部門に２名出

場 

・【電子科】ものづくりコンテスト

電子回路組立て部門東海大会に

出場 

オ 

外部との連

携強化 

・学校運営協議会を３回

実施 

・マイスター・ハイスク

ールの実施計画書に

記載した取組の着実

な実施及び自走化に

向けた準備 

 

・３回実施 

 

・ロードマップに

したがって活動

を実施できた。 Ａ 

・委員から多くの意見をいただき

学校運営の参考となった。 

・運営委員会においてヤマハ発動

機、浜松市、教育委員会の継続

的な協力を得られることになっ

た。 
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 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

オ 

中学校への

広報、 

中高連携の

強化 

・一日体験入学、学校公

開への参加者の前年

度比増 

 

・ＨＰリニューアル、イ

ンスタグラム等の充

実と更新頻度の向上 

 

・志願者数の増加 

・学校公開等の参

加者数 

(8 月) 体験入学 

中学生 416(394)

保護者 238(214)

計 654(582) 

(11 月)授業公開 

中学生 60(71) 

保護者 25(40) 

計 85(131) 

(12 月) オープン

スクール 

中学生 188(155)

保護者 90(75) 

計 278(218) 

 

Ａ 

・11 月の授業公開は目標を下回っ

た。 

・中学校への出前授業（学校説明

を含む）を 22 校で実施し、本校

の魅力や特色を伝えることがで

きた。 

・ホームページのリニューアルが

完了し、スマートフォンからの

閲覧も見やすく、学校の活動も

ブログ形式で掲載することが可

能になった。 

保護者への

情報提供 

・学習支援システムの生

徒・保護者の登録率

100%、学校の情報が

分かりやすく伝えら

れていると答えた生

徒・保護者が 90%以上 

・100％(91) 

Ａ 

・達成 

本年度から C ラーニングにシス

テムを変更した。学校の内容が保

護者に届くようになったと好評で

ある。一方で登録したまま通知を

読んでいない保護者への対応する

必要がある。 

信頼される

事務室 

・要望等への対応 100％ 

 

・会計を担当する教職員

が円滑に業務を遂行 

・要望に適切な対

応を行った。 

 
Ａ 

・窓口対応や電話応対、会計業務

に対し、教職員間で連携を図り、

トラブルから回避することがで

きた。 
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 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

カ 

みんなで円

滑処理、休

暇は休もう 

・出張関係書類の漏れの

ない記載と期限内の

提出 

 

 

・ペーパーレス化によ

り、業務が改善したと

答えた教職員 70％以

上 

 

 

 
・前年同月時間外在校時間

を５％削減 
・夏季休暇の完全消化 

・記入漏れ(押印忘

れ、出張時間未記

入、経路変更チェ

ック漏れ)が少数

見受けられた 

・90.2％の教職員

がペーパーレス

化により業務が

改善したと回

答。(前年度

80.2%) 

 

・前年同月時間外

在校時間は

10.1%削減 

夏季休暇は平均

4.9 日(5 日取得

可能) 

Ａ 

・職員への適切な指導を行い記載

ミス削減に努めた。 

 

 

 

・朝の打合せと運営委員会・職員

会議のペーパーレス化を実現で

きた。 

・教科指導については全校生徒が

一台端末を持つ環境となり、ペ

ーパーレス化・デジタル化は着

実に進んでいる。 

・呼びかけを行い、時間外在校時

間を減らすことができた。また、

多くの職員が夏季休暇の完全取

得ができた。 

 
（２） 7 年度の取組目標・達成方法・成果目標（ゴシックは重点目標） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

未知の状況にも

対応できる思考

力･判断力･表現

力を高める授業

の実践 

・ 自分の考えを表現する場面、対話
する場面を設け、自ら考え理解を
深める機会を多く設定する。 

・ 教員相互の授業参観及び生徒アン
ケート等を通して授業改善を推進
する。 

・ １人１台端末に対応した授業を行
う。 

・ 授業改善や学習評価に関する研修
を実施する。 

・「授業に、自分の考えを表現す
る場面や対話する場面が取り
入れられていて、理解を深め
ることができる」と答えた生
徒90％以上 

・授業アンケートで「授業が分
かる」と答えた生徒80％以上 

・教員相互の授業参観 100％ 
・観点別評価の着実な実施、具

体的な評価規準の作成 

教 務 
各教科 

MH 推進室 
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  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

基礎力の定着、 
学習習慣の確立 

・知識、技術の定着を強化する。 
・基礎力診断テストを「高校生のた

めの学びの基礎診断」に位置付け、
活用する。 

・読解力を高める機会を多く設定す
る。 

・放課後テストを年間20回程度実施
する。 

・進路目標を早めに明確にさせ、学

習に対する意識を高める。 

・「力がついたと実感できる」
と答えた生徒 80％以上 

・国語、数学、英語、理科、地
歴公民で基礎力診断テスト
の分析結果を授業改善に活
用 

・学習時間調査で「１日の学習
時間60 分以上」と答えた生徒
70％以上 

・「進路を意識した具体的な取組
をしている」と答えた生徒
80％以上 

教 務 
進 路 
各学年 

各教科 

資格取得･検定合

格に向けた指導 

・理解度に応じた個別指導を実施す

る。 

・技能検定合格 
３級 60 人以上／２級５人以上 

・電気工事士合格 
２種30人以上／１種15人以上 

・情報技術検定合格 
３級 70％以上／２級50％以上 

・計算技術検定３級合格 80％以上 
・機械製図検定合格 30 人以上 

各 科 

特定部活 

イ 

基本的生活習慣の

確立、規範意識の

育成、他者を尊重

する態度の育成 

・教職員が連携して、指導を徹底する。 
・集会等の機会をとらえた効果的な指
導、外部人材による指導を行う。 

・授業規律の確立、自分とは異なる他
者を尊重・受容する集団づくりを行
う。 

・人権教育、道徳教育を推進する。 

・無遅刻者の割合85％以上、遅
刻延べ数前年度比10％減 

・交通事故前年比半減（特に加
害） 

・「校内スマホルールを守って
いる」と答えた生徒95％以上 

・「自分も他の人も大事にして
いる」と答えた生徒90％以上 

生 徒 
教 務 

各学年 

いじめや不登校

生徒への相談体

制の整備、教職員

の対応能力向上 

・生徒情報を相互提供し、共有する。 
・教職員間の連携を図り、研修を行う。 

・いじめの未然防止・早期発見・早期

対応のため、調査等を実施する。 

・いじめに関する調査を年２回
実施（学習支援システム等の活
用） 

・「信頼できる先生がいる」と

答えた生徒85％以上 

生 徒 
保 健 
教 務 

各学年 

ウ 

望ましい勤労観・
職業観の育成、 

系統的なキャリア

教育の展開 

・３年間を見通したキャリア教育計画
を策定し、実施する。 

・進路情報に関し、ニーズを把握し、
タイムリーな情報提供を行う。 

・外部講師の活用により進路意識や国
際化への意識を高める。 

・社会状況に応じた的確な就職支援、
効果的な進学指導を実施する。 

・浜松型マイスター自走化事業を活用
する。 

・「必要な進路情報が入手でき
ている」と答えた生徒85％以
上 

・インターンシップに60人程度
が参加し、生徒の自己評価75
点以上及び企業の評価Ａ（良
好）がともに75％以上 

・１次募集での内定率85％以
上、年内内定率100％ 

進 路 

各学年 

MH 推進室 

エ 

共生意識の醸成、

特別支援教育の

充実 

・浜松特別支援学校城北分校との交流
活動を活発に行う。 

・特別な配慮を必要とする生徒に対し
て、適切な支援を行う。 

・交流事業15件以上 
・特別配慮を必要とする全ての

生徒について情報共有の場
を設ける。 

各学年 
各 科 

特定部活 
管理職 

保 健 

特別活動や部活

動を通した、協調

性･積極性･達成

・生徒が活躍する学校行事を目指す。 
・生徒の成長を促す部活動を実践す

る。 
 

・「学校生活に達成感・満足感を
持っている」と答えた生徒
80％以上 

・部活動加入生徒が「部活動に積

極的に参加し、やりがいを感じ

生 徒 
各学年 

各部活 
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  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

感･忍耐力の育成  

・部活動ガイドラインに沿った運営

を行う。 

る」と答えた生徒80％以上 

・休養日及び１日の活動時間を
遵守した部活動の割合80％
以上 

読書活動を通し

た知性･感性の育

成 

・朝読書を徹底し、朝から落ち着い

た学習環境を整備する。 

・「１か月間に１冊以上の本を

読んだ」と答えた生徒70％以

上 

図 書 

各学年 

社会貢献活動を

通した社会性･人

間関係形成能力

の育成 

･遠州灘ウエルカメクリーン作戦や

浜名湖クリーン作戦、里山の保全活

動など、ボランティアへの参加を呼

びかける。 

・学校の社会貢献活動等に参加
した生徒 50 人以上 

環境部 
各学年 

教 務 

環境意識の高揚 

・教室の学習環境を整備する。 
・ゴミの分別を徹底する。 
・ゴミの持ち帰りと減量を図る。 
・課題研究等の授業で環境負荷を低減
する意識を高める。 

・「省エネや分別など環境を意
識した行動をしている」と答
えた生徒85％以上 

・ゴミの分別100％ 
・課題研究で、生産行為、製品

使用時及び廃棄時等に SDGs
に繋がる取組を行う。 

保 健 

各学年 

各 科 

技術系各種競技

大会への積極的

参加 

・県高校生競技大会（ものづくり・

ロボット・エコラン）などに、周到

な準備により積極的に参加する。 

・各種大会での上位入賞 
各 科 

特定部活 

オ 

外部との連携強

化 

・学校運営協議会を開催する。 
・浜松型マイスター自走化事業の実施

計画を策定し自走化に向けた取組
を行う。 

・学校運営協議会を３回実施 
（意見等を学校運営に反映） 

・浜松型マイスター自走化事業
のCEO及び産業実務家教員と
協力し、浜松市や地元企業、
大学等との連携を拡げる。 

管理職 
総 務 

MH 推進室 

中学校への広報、 

中高連携の強化 

・一日体験入学、学校公開をさらに充
実させる。 

・中学校訪問、出前授業等により本校
の強み・良さを発信する。 

・学校ＨＰ、インスタグラムに最新の
情報を提供し、利用者の利便を図
る。 

・一日体験入学、学校公開への
参加者の前年度比増 

・ＨＰリニューアル、インスタ
グラム等の充実と更新頻度
の向上 

・志願者数の増加 

管理職 
入学広報 
各 科 
教 務 
各部活 

MH 推進室 

保護者への情報

提供 

・学習支援システムを活用し、学校

からの情報提供と保護者・生徒と

の情報共有を推進する。 

・学習支援システムの生徒・保

護者の登録率 100%、学校の情

報が分かりやすく伝えられて

いると答えた生徒・保護者が

90%以上 

教 務 

信頼される事務

室 

・保護者、来訪者及び地域住民等への
迅速・丁寧・適切な対応を徹底する。 

・学校の教育活動に係るすべての経費
を適切に執行する。 

・要望等への対応 100％ 
・会計を担当する教職員が円滑

に業務を遂行 
事務室 

カ 
みんなで確実か

つ円滑処理 

・出張関係書類等の書き方の再確認。 
・外部に出す書類、データ等の再確認。 
・情報資産を適切に管理する。 
・書類等の提出期限を再確認。 

・出張関係書類等の漏れのない
記載と期限内の提出 

・情報漏洩なし 
・ICT 活用、ペーパーレス化に

全職員 
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  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

・ICT 活用、ペーパーレスを推進し、
業務の効率化、業務マニュアル作成
等の改善を図る。 

より、業務が改善したと答え
た教職員 70％以上 

時間外在校時間

の削減、休暇取得

で休もう 

・勤務時間管理システムを活用して退
勤時間を早めることを呼びかける。 

・夏季休暇の完全消化を呼びかける。 

・前年同月時間外在校時間を
５％削減 

・夏季休暇の完全消化 
全職員 

 
４ 監査対象期間における特色ある取組  

年度 取 組 概 要 成 果 及 び 課 題 
６年度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

就職者 7 割であることを意識した、社会

の発展に貢献できる有為な工業技術者

の育成を目指した教育 
・基礎学力の定着 
・思考力・表現力を高める指導 
・工業系技術・技能の育成 
・基本的生活習慣の確立、規範意識の育

成 
・部活動の充実 

・新型コロナウイルス感染拡大防止対策をとりながら、放課後テ

ストの実施や、相互授業参観を積極的に行うことで授業改善を

図った。 
・基礎力診断テストを「高校生のための学びの基礎診断」に位置

付け、国数英の全教員がテストの分析結果を授業改善に活用を

進めた。 
・朝読書の徹底を図り、落ち着いた学習環境づくりの構築を進め

た。 

望ましい勤労観・職業観の育成等、キャ

リア教育の展開 
・年間指導計画に基づいて実施しながら、内容を精査し、指導を

進めている。 
・３年生では進路希望を実現させるため、全教員による面接指導

など、丁寧な指導を心掛けた。 
・２年生ではインターンシップや職場見学を実施し、外部機関と

も連携を図り、望ましい勤労観・職業観の育成を行った。 
「ボランティア活動」と「ものづくり」

を通した実践的環境教育活動（1991 年

からの継続的取組） 

・校内のリサイクルステーションにて、段ボールや雑紙、ペット

ボトルを回収し、外部のリサイクル業者と連携して、リサイク

ルを行った。 
・ものづくりの部活動や課題研究で使用される鉛蓄電池を収集

し、引き取り業者を通じて資源のリサイクルを行った。 
・ウェルカメクリーン作戦および浜名湖クリーン作戦への参加や

防潮堤の育樹と捕植に参加し、海岸の環境美化に務めた。 
・富塚椎ノ木谷特別緑地保全地区にて、森林の保護活動を行った。 

浜松特別支援学校城北分校との交流に

よる共生・共育と、特別支援教育の充実 
・分校交流活動は、年間において、１年生のＬＨＲ（ボッチャ）

で３回、２年生の授業交流で３回実施した。 
・城北分校のコーディネーターに生徒の授業見学をしてもらい、

授業における困り感を持った生徒の支援について助言をもら

った。 
・教職員の研修で「特別支援について」分校コーディネーターを

講師に招き、専門的な視点での支援方法を学び、スキルの向上

を図った。 
コミュニティ・スクールの導入 ・学校運営協議会を年３回実施した。 

・第１回協議会において、前年度の学校経営報告と今年度の学校

経営計画についての承認を得た。第２回協議会では、実施の生

徒の活動等を視察していただいて意見等をいただき、第３協議

会では、学校運営に関する評価等の意見等をいただいた。 
・学校と地域をつなぐ機関として、その役割を確立していく方針。 
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年度 取 組 概 要 成 果 及 び 課 題 

 

資格・検定試験およびものづくり競技大

会等への積極的な取組 
 
 
 
 
 

・授業や部活動、放課後の指導等を通して各種資格取得や検定へ

の意欲を高め、積極的に取り組んだ。 
・技能を高めるため、ものづくり競技大会へ積極的に参加した。 
・第 23 回高校生ものづくりコンテスト東海大会 
 旋盤部門   第 6 位 □□□□□□ 
 電気工事部門 第 3 位 □□□□□□ 

第 4 位 □□□□□□  
７年度 就職者 7 割であることを意識した、社会

の発展に貢献できる有為な工業技術者

の育成を目指した教育 
・基礎学力の定着 
・思考力・表現力を高める指導 
・工業系技術・技能の育成 
・基本的生活習慣の確立、規範意識の育 
 成 
・部活動の充実 

・学習用端末の活用や、相互授業参観を積極的に行うことで授業

改善を図っていく。 
・基礎力診断テストを「高校生のための学びの基礎診断」に位置

付け、国数英の全教員がテストの分析結果を授業改善に活用し

ていく。 
・朝読書の徹底を図り、落ち着いた学習環境づくりを構築を進め

ていく。 

望ましい勤労観・職業観の育成等、キャ

リア教育の展開 
・年間指導計画に基づいて実施しながら、内容を精査し、指導を

進めていく。 
・３年生では進路希望を実現させるため、全教員による面接指導

など、丁寧な指導を心掛ける。 
・２年生ではインターンシップや職場見学を実施し、外部機関と

も連携を図り、望ましい勤労観・職業観の育成を行う。 
「ボランティア活動」と「ものづくり」

を通した実践的環境教育活動（1991 年

からの継続的取組） 

・校内のリサイクルステーションにて、段ボールや雑紙、ペット

ボトルを回収し、外部のリサイクル業者と連携して、リサイク

ルを行う。 
・ものづくりの部活動や課題研究で使用される鉛蓄電池を収集

し、引き取り業者を通じて資源のリサイクルを行う。 
・ウェルカメクリーン作戦および浜名湖クリーン作戦への参加や

防潮堤の育樹と捕植に参加し、海岸の環境美化に務める。 
・富塚椎ノ木谷特別緑地保全地区にて、森林の保護活動を行う。 

浜松特別支援学校城北分校との交流に

よる共生・共育と、特別支援教育の充実 
・分校交流活動は、年間において、１年生のＬＨＲ（ボッチャ）

で３回、２年生の授業交流で３回を予定している 
・城北分校のコーディネーターに生徒の授業見学をしてもらい、

授業における困り感を持った生徒の支援について助言をもら

う計画である。 
・教職員の研修で「特別支援について」分校コーディネーターを

講師に招き、専門的な視点での支援方法を学び、スキルの向上

を図る計画である。 
コミュニティ・スクールの導入 ・学校運営協議会を年３回実施する計画で、６月に第１回を開催

した。 
・第１回協議会において、前年度の学校経営報告と今年度の学校

経営計画についての承認を得た。また、学校運営に関する意見

等をいただいた。 
・学校と地域をつなぐ機関として、その役割を確立していく方針。 

資格・検定試験およびものづくり競技大

会等への積極的な取組 
 
 
 
 
 

・授業や部活動、放課後の指導等を通して各種資格取得や検定へ

の意欲を高め、積極的に取り組んでいく。 
・技能を高めるため、ものづくり競技大会へ積極的に参加してい

く。 
・第 24 回高校生ものづくりコンテスト東海大会 
 旋盤部門      準優勝 □□□□□□ 

第６位 □□□□□□ 
 電気工事部門    第２位 □□□□□□ 
 電子回路組立て部門 出場  □□□□□□ 

 

 



 

- 15 - 
 

５ 教職員について 

（１）令和６年度異動状況 

                                      （単位：人） 

                          

 

（２）現員数（令和７年７月 31 日現在）  

                                  （単位：人） 

職 

名 

校 
 

長 

副 

校 
長 

教 
 

頭 

教 
 

諭 
教
諭
䥹
任
期
䥺 

養
護
教
諭 

実
習
助
手 

事 

務 

長 

主 
 

査 

主 
 

事 

技 

能 

長 

小 

計 

教
諭
䥹
臨
時
䥺 

主
事
䥹
臨
時
䥺 

外
国
語
指
導
講
師 

非
常
勤
講
師 

非
常
勤
労
務
職
員 

非
常
勤
嘱
託
員 

小 

計 

合 

計 

計 １ １ １ 56 １ １ ３ １ ２ １ １ 69 ３ １ １ 15 ２ １ 23 92 

 

 

（３）健康管理について 

【令和６年度】 

  ア 健康診断 

    結核検診、生活習慣病検診、指定年齢検診、人間ドック、婦人科検診、脳ドック等、適切な 

健康診断の受診を全員に勧め、疾病の早期発見に努める。また、要精密者に対して早期の受診

を促す。 

  イ 職員安全衛生委員会等 

（ア）職員安全衛生委員会を月１回実施し、各科職員室、教室の教職員の安全衛生や職場環境等

に関する状況を把握し、検討・改善に努める。 

   （イ）消防士による救命救急法講習会を実施し、職員が緊急時に対応できるための技術の取得や

安全の確保につなげる。 

（ウ）健康管理医が必要に応じ、職員の健康相談を実施する。 

 

   職名 

区分 
校 

長 

副
校
長 

教 

頭 

教 

諭 

養
護
教
諭 

主
任
実
習
助
手 

実
習
助
手 

実
習
助
手
䥹
任
期
䥺 

事
務
長 

主 

事 

教
諭
䥹
臨
時
䥺 

非
常
勤
講
師 

非
常
勤
労
務
職
員 

非
常
勤
嘱
託
員 

合 

計 

転  出  １ １ ６ １ １    １ １    12 

退  職    ３    １ １  １ ２ １ １ 10 

転  入  １ １ ７ １    １      11 

新  任       １   １ １ ３ １ １ ８ 

役職定年                

差引増減    -2  -1 １ -1   -1 １   -3 
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   （エ）月ごとに長時間労働の調査をする。また、その理由を把握し、改善を図る。 

   （オ）定時退勤日には、朝の打合せで周知し、その実施を促進する。 

（カ）教職員の健康づくりのため、講師を招き「腰痛・肩こりストレッチ」の講習会を実施する。 

 

【令和７年度】 

  ア 健康診断 

    結核検診、生活習慣病検診、指定年齢検診、人間ドック、婦人科検診、脳ドック等、適切な 

健康診断の受診を全員に勧め、疾病の早期発見に努める。また、要精密者に対して早期の受診

を促す。 

  イ 職員安全衛生委員会等 

（ア）職員安全衛生委員会を月１回実施し、各科職員室、教室の教職員の安全衛生や職場環境等

に関する状況を把握し、検討・改善に努める。 

   （イ）消防士による救命救急法講習会を実施し、職員が緊急時に対応できるための技術の取得や

安全の確保につなげる。 

（ウ）健康管理医が必要に応じ、職員の健康相談を実施する。 

   （エ）月ごとに長時間労働の調査をする。また、その理由を把握し、改善を図る。 

   （オ）定時退勤日には、朝の打合せで周知し、その実施を促進する。 

（カ）教職員の健康づくりのため、講師を招きアンガーマネジメントに関する講習会を実施する。 

 

（４）教職員の研修について 

【令和６年度】 

ア 年間研修 

（ア）テーマ: 新学習指導要領に対応した指導と評価 

目 的：新学習指導要領の趣旨に沿った学習指導を意識し、本校生徒の育成目標に沿った

学習活動に改善していく。 

内 容：新学習指導要領に沿った指導や評価の方法を研究授業等で確認する。また、授業

参観や学期末の評価において指導の方法や評価の在り方をお互いに確認する。 

成果と課題：新学習指導要領に対応するため、思考・判断・表現の観点を特に意識して授

業や定期試験を工夫している様子が見られた。今後もこれらのことを継続し、さら

なる分析が必要であろう。  

（イ）テーマ：特別支援教育 

目 的：多様な生徒を教育する場として、全教員が個に応じた適切な指導ができるように、

特別支援教育に対する意識を高める。 

内 容：校内研修として、城北分校の教諭による研修を行う。また、生徒の人権に配慮す

るための研修を行う。 

成果と課題：分校の先生による特別支援教育の研修を行うことができた。アンケート結果

も非常に前向きな意見が多かった。これからも定期的にお互いの情報提供を行うこ

とができればと思う。 
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（ウ）テーマ：ＩＣＴの学習指導への活用 

目 的：生徒の一人一台端末の効果的な活用をするために、職員全員が効果的な情報発信

や情報共有ができるようスキルアップする。新学習指導要領の趣旨に合った ICT活

用ができるようにする。 

内 容：一人一台端末の活用のための研修を行う。端末を活用した対話や協働的な活動を

行う方法や、効率的な情報共有や情報収集のための情報提供をする。 

成果と課題：今年度から一人一台端末が導入され、校内でも徐々にアプリ・WEB を効果的

に使って思考・対話をさせている光景が見られた。しかし、多くの先生方まだ有効

的に活用できていないと思われる。 

 

イ その他の研修 

（ア）テーマ：教職員の資質・識見向上 

目 的：学校外研修等に参加した教員の研修内容を全職員へ還元し、現代の教育における

最新のテーマ等への理解を深める。 

   内 容：教職員の資質・識見として必要と思われる情報伝達を行い、資質・識見の向上を

図る。また、工業教育や不祥事根絶に関する情報提供をする。 

   成果と課題：：学習指導・観点別評価・人権教育に加えて、不祥事根絶に関わる資料も提

供した。また、情報漏洩やセキュリティに関する情報提供も行うことができた。 

【令和７年度】 

ア 年間研修 

 （ア）テーマ：救急救命法講習 

   目  的：傷病者が発生した場合、その場に居合わせた人が応急手当てを速やかに行えば、

救命効果の向上・治療の経過にも良い影響を与える。そのためにも応急手当に関す

る知識と技術を学ぶ。 

   内 容：消防署職員による説明、実際に人形を使った心臓マッサージ・グループでの AED

の装着等を行う。 

（イ）テーマ：特別支援教育 

目 的：多様な生徒を教育する場として、全教員が個に応じた適切な指導をすることがで

きるように、特別支援教育に対する意識を高める。 

内 容：校内研修として、城北分校の教諭による生徒の人権に配慮するための研修を行う。 

（ウ）テーマ: 新学習指導要領に対応した指導と評価とＩＣＴの活用 

目 的：新学習指導要領の趣旨に沿った学習指導を意識・確認し、本校生徒の育成目標に

沿った学習活動に改善していく。 

    学習用端末の効果的な活用と授業支援システム(Cラーラング)をするために、使

い方の研修会や情報共有を行う。 

内 容：新学習指導要領に沿った指導や評価の方法を研究授業等で確認し、授業参観や学

期末の評価において指導の方法や評価の在り方を確認する。 
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    学習用端末を活用した対話や協働的な活動を行う方法や、効率的な情報共有や情

報収集のための情報提供をする。 

イ その他の研修 

（ア）テーマ：教職員の資質向上 

目 的：学校外研修等に参加した教員の研修内容を全職員へ還元し、最新のテーマ等への

理解を深める。 

  内 容：教職員の資質として必要と思われる情報伝達を行い、向上を図る。また、工業教

育や不祥事根絶に関する情報提供をする。 

 

６ 防災対策について 

（１）防災訓練について 

ア 成果と課題 

令和６年度は、第１回防火・防災訓練は避難訓練と運動場での防災隊編成など、予定通り実

施した。第２回防火・防災訓練は、避難訓練と運動場での帰宅班の確認など、予定通り実施し

た。第３回防火・防災訓練は避難訓練を予定通り実施した。 

     令和７年度は、第１回防火・防災訓練は避難訓練と運動場での防災隊編成など、予定通り実

施した。第２回防火・防災訓練防災訓練は避難訓練と運動場での帰宅班の確認など、予定通り

実施した。年３回の防災訓練は実践的な内容を多く含み、充実した内容で行うことを目標とし

ている。また、敷地内にある浜松特別支援学校城北分校も本校の防災訓練に参加しており、緊

急時の対応について、分校とさらに情報を共有していく。 

 

【令和６年度】 

  緊急時に備え、次のとおり訓練等を行った。それぞれの訓練で実践的な内容を取り入れ、職員・

生徒の防災意識を高めることができた。 

項   目 実施日 実 施 内 容 

地区別帰宅班編成集会 ４月 18 日 ・29 地区別に帰宅班を編成 

・責任者の任務などの確認 

・「帰宅経路図」の作成 （生徒・教職員 828 人） 

第１回防火・防災訓練 ４月 23 日 ・地震発生時の避難訓練、防災隊編成 

             （生徒・教職員 828 人） 

第２回防火・防災訓練 ８月 30 日 

 

・地震の総合防災訓練 

・帰宅班の確認 他   （生徒・教職員 828 人） 

地域防災訓練 12 月１日 ・各地域での防災訓練に参加 

 

第３回防火・防災訓練 12月 13日 ・地震の総合防災訓練 

・安否確認訓練     （生徒・教職員 828 人） 
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【令和 7 年度】 

  次のとおり訓練等を行い、防災意識の高揚を図り、緊急時に備える。特別支援学校城北分校も参

加し、合同の避難訓練等を実施する。 

項   目 実施日 実 施 内 容 

地区別帰宅班編成集会 ４月 17 日 ・29 地区別に帰宅班を編成 

・責任者の任務などの確認 

・「帰宅経路図」の作成 （生徒・教職員 807 人） 

第１回防火・防災訓練 ４月 22 日 ・地震発生時の避難訓練、防災隊編成 

             （生徒・教職員 807 人） 

第２回防火・防災訓練 ８月 29 日 ・地震の総合防災訓練  

・帰宅班の確認 他   （生徒・教職員 807 人） 

地域防災訓練 11月 30日 ・各地域での防災訓練に参加予定 

 

第３回防火・防災訓練 12月 12日 ・火災に対する避難訓練 

・安否確認訓練    （生徒・教職員 807 人予定） 

 

（２）その他の防災対策 

【令和６年度】 

ア 学校警備及び防災計画書の改訂・配備を行った。 

イ 生徒地区別帰宅名簿・緊急連絡網の作成・配備を行った。 

ウ １年生とその保護者について、保護者、生徒及び教職員への登録促進を図った。 

エ 防災倉庫・防火設備の点検を行った。 

オ 南海トラフ地震情報の提供にともない、職員・生徒に提供内容の周知を行った。 

カ C ラーニングを使った緊急時の連絡体制を構築した。 

 

【令和７年度】 

 ア 学校警備及び防災計画書の改訂・配備を行い、職員に周知する。 

 イ 生徒地区別帰宅名簿・緊急連絡網を作成し、配備を行う。 

 ウ 全校生徒・保護者について、Cラーニングの登録を促進する。 

エ 防災倉庫・防火設備の点検・整備を行う。 

オ 南海トラフ地震に備え、防災計画や避難地になったことを想定した備蓄品等の点検・見直し

を行う。 

カ C ラーニングや Google Chat を使った緊急時の連絡体制を構築する。 
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７ 学校開放について 

  地域住民の社会教育活動、スポーツ活動の振興のため施設を開放した。 

                    年 度 

区 分 
令和６年度 

令和７年度 

（７月 31日現在） 

施設名 利 用 内 容 
利用 

日数 

利用 

者数 

利用者 

負担金

(電気

料) 

利用 

日数 

利用 

者数 

利用者 

負担金

(電気

料) 

武道場 

剣道 125 6,705 20,137 48 2,620 4,945 

空手 78 1,357 12,546 31 488 3,107 

柔道 4 64 560 2 28 101 

第一体育館 
バレーボール 0 0 0 6 69 595 

バスケットボール 152 1,590 20,061 40 433 3,498 

第二体育館 器械体操 141 1,423 69,577 45 467 12,643 

計 500 11,139 122,881 172 4,405 24,889 
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□□□□□□ 

事務執行の根拠法令調 

 

項   目 根 拠 法 令 

１ 学校教育に関する

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校の管理・運営に

関すること 

教育基本法（第１条、第２条） 

学校教育法（第１条、第２条、第３条、第50条、第51条、 

第52条、第60条） 

学校教育法施行規則 

学校保健安全法（第５条） 

産業教育振興法（第18条） 

産業教育振興法施行令 

理科教育振興法（第11条） 

理科教育振興法施行令 

静岡県立学校設置条例 

静岡県立高等学校学則 

高等学校学習指導要領 

 

 

学校教育法（第137条） 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（第33条） 

静岡県立学校管理規則 

学校保健安全法（第15条、第27条） 

独立行政法人日本スポーツ振興センター法（第16条、第17条） 

社会教育法（第43条、第45条、第47条、第48条） 

教育公務員特例法（第21条、第22条） 

学校図書館法（第３条、第４条） 

高等学校等就学支援金の支給に関する法律 

静岡県立学校の授業料等の徴収に関する条例 

静岡県立学校授業料等徴収規則 

静岡県手数料徴収条例 

静岡県高等学校等教育資金及び高等学校等奨学金貸与規則 

静岡県教育委員会処務規程 

静岡県教育委員会事務決裁規程 

静岡県教育委員会職員安全衛生管理規程 

静岡県立学校の施設等の開放に関する要綱 

静岡県情報公開条例施行規則 

 



□□□□□□

県　有 国　有 市町村有 後援会有 民　有

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

55,254.91 55,254.91

内 校舎敷地 32,950.37 32,950.37

運動場敷地 20,536.18 20,536.18

訳 その他の敷地 1,768.36 1,768.36

建 3,874.11 建 3,874.11
延 11,514.70 延 11,514.70

建 2,425.91 建 2,425.91
延 2,604.52 延 2,604.52

建　 637.59 建　 637.59
延　 776.18 延　 776.18

県有

本校　　4,090.68㎡
　4,287.90㎡

自動車整備実習室
（浜松特別支援学校
使用承認）

208.79㎡

208.79㎡

建　 359.45 建 359.45
延　 579.71 延 579.71

個 個 25m×16m

1 1 ８コース

戸 戸

4 4
職 員 住 宅

プ　 ー　 ル

延 5,418.40 延 4,496.69 延 921.71

生　 活　 館

その他の建物

建 4,914.89 建 4,299.47 建 615.42

武　 道　 場

体　 育　 館

区　　分 面　　積
所　　　有　　　内　　　訳

摘　要

学　校　敷　地

校　　　　舎

学 校 施 設 の 概 要

１　面積及び所有区分
（令和７年７月31日現在）
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県平均 45,574.48　㎡ 9,782.41　㎡ 22,506.84　㎡

　 (2)　学校施設の規模等（法面・演習林等を除く）

区　分 学校敷地面積 校舎延面積 運動場面積

当　校 55,254.91　㎡ 32,950.37　㎡ 20,536.18　㎡

　２　配置・規模等

　 (1)　校舎等の配置図

テニスコート

自転車置場

プール

部室

生活館

自

転

車

置

場

電子実験棟

鋳鍛実習室
体育

器具

試験

計測室

総合
実習室

自

転
車
置
場

清掃

用具庫

夢

・

創

造

舘

本　　館

受水槽

管
理

室

家庭科棟

電気実験棟

自動製図

実習室

プログラ
ミング

実習室

ＷＣ

自動
制御

実習室
電子

機械科

職員室

機械室

武  道  場
（剣道２Ｆ、
　柔道１Ｆ）

車庫

住吉門

　

ブ

ラ

ス

バ

ン

ド

・

卓

球

練

習

場

正門

東
　
部
　
室

体育器具庫

　　南　　部　　室

第二体育館 ハンドボール
コート

倉庫

体　育　館

運　動　場

機械実験棟

精密
加工

実習室

工　業　棟

電子機械科棟

曳馬野門

自転車置場
自

転

車

置

場

自

転

車

置

場

自転車置場

浜松特別支援学校城北分校

自動車整備実習室

北倉庫

自

転

車

置

場

自転車置場

材料

試験

室

溶接
実習

室

機械工場

機械加工実習室

ＮＣ

実習
室

仕
上
組
立
実
習
室

プール付属棟

部室

野球部倉庫

リサイクルステーション
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□□□□□□ 

在 籍 生  

 （7年7月31日現在）             

 

 学年 

   学科別 

 区分 

機械科 電子機械科 

 定員  男子  女子   計  定員  男子  女子   計 

 

 １年 

 

 

 入 学 者   80  83   1   84 40 37 5 42

 

 

 増 加         

 減 少       

 現   在 83 1 84 37 5 42

 

 

 

 ２年 

 

 

 

 入 学 者 80 76 3 79 40 38 4 42

 

 

 増 加         

 減 少       

 ２年時当初 76 3 79 38 4 42

 

 

 増 加      

 減 少       

 現   在 76 3 79 38 4 42

 

 

 

 

 ３年 

 

 

 

 

 

 入 学 者 120 103 7 110 40 39 2 41

 

 

 増 加      

 減 少 2 1 3  

 ２年時当初 101 6 107 39 2 41

 

 

 増 加 1     

 減 少 1  1 1 2

 ３年時当初 101 6 107 38 1 39

 

 

 増 加       

 減 少       

 現   在 101 6 107 38 1 39

   合   計 260 10 270 113 10 123
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徒 調 

     

電気科 電子科 （合   計） 

 定員  男子  女子   計  定員  男子  女子   計  定員  男子  女子  合計 

  40 40   2   42 80 79 5 84 240 239 13 252

            

          

40 2 42 79 5 84 239 13 252

40 37 3 40 80 76 7 83 240 227 17 244

            

   3 3 3 3

37 3 40 73 7 80 224 17 241

         

          

37 3 40 73 7 80 224 17 241

40 33 1 34 80 57 6 63 280 232 16 248

         

 1 1 3 1 4

33 1 34 56 6 62 229 15 244

       1 1

      2 1 3

33 1 34 56 6 62 228 14 242

          

          

33 1 34 56 6 62 228 14 242

    110 6 116 208 18 226 691 44 735
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□□□□□□                  

入学志願者及び  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区    分 ３年度 

   学   科   別 機械科 
電子 

機械科 電気科 電子科 計 

   生 徒 定 員       (A) 120 40 40 80 280 

   募集者数  (B) 120 40 40 80 280 

 

 

 

 

 

 

 

志願者数 

男 96 36 25 71 228 

 女 2 0 1 5 8 

 計(C) 98 36 26 76 236 

 

受検者数 

 

 男 96 36 25 71 228 

 女 2 0 1 5 8 

 計(D) 98 36 26 76 236 

 

合格者数 

 

 男 96 36 25 71 228 

 女 2 0 1 5 8 

 計(E) 98 36 26 76 236 

  志願倍率    (C)/(B) 0.82 0.90 0.65 0.95 0.84 

  受検倍率    (D)/(B) 0.82 0.90 0.65 0.95 0.84 

  入学者数 

男 96 35 25 71 227 

女 2 0 1 5 8 

計 (F) 98 35 26 76 235 

  充 足 率  (F)/(A) 0.82 0.88 0.65 0.95 0.84 

４年度 

機械科 
電子 

機械科 電気科 電子科 計 

120 40 40 80 280

120 40 40 80 280

111(2) 36 39 70 256(2)

5 5 0 8 18

116(2) 41 39 78 274(2)

111(2) 36 39 70 256(2)

5 5 0 8 18

116(2) 41 39 78 274(2)

111(2) 36 39 70 256(2)

5 5 0 8 18

116(2) 41 39 78 274(2)

0.97 1.03 0.98 0.98 0.98

0.97 1.03 0.98 0.98 0.98

113 36 39 70 258

5 5 0 8 18

118 41 39 78 276

0.98 1.03 0.98 0.98 0.99
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入学者数調  

 

 

       ５年度        ６年度 ７年度 

機械科 
電子 

機械科 電気科 電子科 計 機械科 
電子 

機械科 電気科 電子科 計 機械科 
電子 

機械科 
電気科 電子科 計 

120 40 40 80 280 80 40 40 80 240 80 40 40 80 240

120 40 40 80 280 80 40 40 80 240 80 40 40 80 240

104 39 33 57 233 76 38 37 76 227 89 38 41 81 249

7 2 1 6 16 3 4 3 7 17 1 5 2 5 13

111 41 34 63 249 79 42 40 83 244 90 43 43 86 262

104 39 33 57 233 76 38 37 76 227 89 38 41 81 249

7 2 1 6 16 3 4 3 7 17 1 5 2 5 13

111 41 34 63 249 79 42 40 83 244 90 43 43 86 262

103 39 33 57 232 76 38 37 76 227 83 37 40 79 239

7 2 1 6 16 3 4 3 7 17 1 5 2 5 13

110 41 34 63 248 79 42 40 83 244 84 42 42 84 252

0.93 1.03 0.85 0.79 0.89 0.98 1.05 1.00 1.03 1.01 1.13 1.08 1.08 1.08 1.09

0.93 1.03 0.85 0.79 0.89 0.98 1.05 1.00 1.03 1.01 1.13 1.08 1.08 1.08 1.09

103 39 33 57 232 76 38 37 76 227 83 37 40 79 239

7 2 1 6 16 3 4 3 7 17 1 5 2 5 13

110 41 34 63 248 79 42 40 83 244 84 42 42 84 252

0.92 1.03 0.85 0.79 0.89 0.98 1.05 1.00 1.03 1.01 1.05 1.05 1.05 1.05 1.05
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□□□□□□ 

                         卒 業 生 の 

        

      １ 進路状況 

   学 科 別 機械科 電子機械科 

   年    度 ㋿４年度 ㋿５年度 ㋿６年度 ㋿４年度 ㋿５年度 ㋿６年度 

    卒業生徒数 119 95 110 38 35 40 

内 

訳 

（進学志願者） (26) (23) (16) (19) (7) (11) 

進 

学 

者 

大学・短大 6 12 6 10 3 7 

専修･各種学校等 19 11 10 6 4 4 

小 計 25 23 16 16 7 11 

就職者 91 71 94 19 28 29 

自営者 0 0 0 0 0 0 

  進学準備者 1 0 0 3 0 0 

その他     2    1 0 0 0 0 

    合   計 119 95 110 38 35 40 

    

 

      ２ 求人状況（全日制のみ） 

区  分 令和４年度 令和５年度 令和６年度  

 就職希望者数 181 160 198  

 求 人 数 3,164 3,609 3,295  

 求人倍率 17.48 22.55 16.64              

   

  

 

 

  



 

- 29 - 

 

 

動 向 調 

  

    

電気科 電子科     （計） 

㋿４年度 ㋿５年度 ㋿６年度 ㋿４年度 ㋿５年度 ㋿６年度 ㋿４年度 ㋿５年度 ㋿６年度 

31 25 38 76 74 74 264 229 262 

(2) (8) (8) (33) (28) (29) (80) (66) (64) 

2 4 7 21 12 18 39 31 38 

0 3 1 11 16 9 36 34 24 

2 7 8 32 28 27 75 65 62 

29 17 30 42 44 45  181 160 198 

  0 0 0   0 0 0 0 0 0 

   0 1 0 1 0 2 5 1 2 

   0 0 0   1 2 0 3 3 0 

31 25 38 76 74 74 264 229 262 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３  資格取得状況

機械科 電子機械科 電気科 電子科 計

110 40 38 74 262

計算技術検定 １級 1 1

　　　〃 ２級 1 3 4

　　　〃 ３級 79 42 38 80 239

基礎製図検定 68 30 16 29 143

機械製図検定 39 20 59

ＣＡＤ検定 初級 3 2 5

情報技術検定 １級 3 3

　　　〃 ２級 1 1 32 34

　　　〃 ３級 52 43 30 80 205

工業英検 3級

工業英検 ４級

リスニング英検 １級

　　　〃 ２級

　　　〃 ３級

電気工事士 第１種 15 15

　　　〃 第２種 19 19

情報処理技術者試験 応用情報技術者

　　　〃 基本情報技術者 6 6

　　　〃 ITパスポート 1 1

　　　〃 情報セキュリティマネジメント 2 2

危険物取扱者 甲種

　　　〃 乙種４類 1 3 1 2 7

　　　〃 乙種４類以外

　　　〃 丙種 2 2

工事担任者試験 第二種デジタル通信

技能検定 普通旋盤作業２級 2 2

　　　〃 普通旋盤作業3級 10 1 11

　　　〃 フライス盤作業３級 2 1 3

　　　〃 マシニングセンタ作業３級

　　　〃 機械組立仕上げ作業３級

　　　〃 電子機器組立て作業２級 1 1

　　　〃 電子機器組立て作業３級 4 4

電気系保全作業２級

電気系保全作業３級

　　　〃 機械系保全作業２級

　　　〃 機械系保全作業３級 56 6 62

　　　〃 シーケンス制御作業２級

　　　〃 シーケンス制御作業３級 9 9

　　　〃 機械検査作業２級 5 5

　　　〃 機械検査作業３級 94 6 3 103

　　　〃 機械製図CAD作業３級

　　　〃 機械製図手書き作業３級

　　　〃 テクニカルイラストレーション
（CAD）作業３級 2 1 3

413 165 120 250 948

（令和６年度）

学　科　別

卒業生徒数

　　　　　　合　　計
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□□□□□□ 

 

生 徒 の 状 況 

 
１ 生徒の出身地域及び通学方法 

(1) 出身地      （令和7年7月31日現在）（単位：人） 

市町名 浜 松 市 湖西市 磐田市 袋井市以東 その他 合 計 

生徒数 662 43 18 4 8 735

構成比％ 90.1 5.9 2.4 0.5 1.1 100%

 

(2) 通学方法  （令和7年7月31日現在）（単位：人） 

区分 自転車 電車 バス 徒歩 合 計 

生徒数 560 118 32 25 735

構成比％ 76.2 16.1 4.3 3.4 100%

  

 

２ 部（クラブ）の加入状況 

     （令和7年7月31日現在）（単位：人） 

区分 運動部 文化部 未加入者 計 

部(クラブ)数 12 13  25 

男子 

1年 137 102 0 239 

2年 118 97 9 224 

3年 97 107 24 228 

計（Ａ） 352 306 33 691 

構成比 50.9 44.3 4.8 100% 

女子 

1年 3 10 0 13 

2年 6 9 2 17 

3年 4 5 5 14 

計（Ｂ） 13 24 7 44 

構成比 29.5 54.6 15.9 100% 

   (Ａ＋Ｂ) 365 330 40 735 

合計 構成比 49.7 44.9 5.4 100% 
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 □□□□□□ 

            県収入証紙により徴収した使用料及び手数料調 

 

区   分 
    令和６年度 

令和7年度 

(令和７年７月31日現在) 

件  数 件  数 

入学検定料 ２６１ ０ 

 （注）１ 本表は出先機関において、該当がある場合に調製する。 

    ２ 「区分」欄は、使用料及び手数料の名称を記載する。 
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□□□□□□ 

預   金   調 
 

                                 （令和７年７月31日現在） 

金融機関名 預金種類 口座番号 口座名義人 残高 円 摘要 

静岡銀行住吉支店 
無利息型

普通預金 
0021483 

静岡県立浜松城北工業高

等学校 

資金前渡者 寺田弘隆 

20,000 

交際費・ 

給与の資

金前渡用 

静岡銀行住吉支店 
無利息型

普通預金 
0314998 

(自振口)浜松城北工業高

等学校 

資金前渡者 寺田弘隆 

   

0 

光熱水費

等の口座

振替用 

残  高  合  計 20,000  
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□□□□□□

左のうち、令和５
年度からの繰越額
分

一般会計 教育費 教育委員会費 1,446,600 0 0

一般会計 教育費 高等学校費 2,701,765 3,046,681 0

一般会計 教育費 特別支援学校費 2,270,400 2,273,700 0

6,418,765 5,320,381 0

一般会計 教育費 教育委員会費 7,403,000 1,749,000 0

7,403,000 1,749,000 0

0 0 0

0 0 0

一般会計 教育費 高等学校費 797,148 1,999,140 0

一般会計 教育費 学校教育費 0 9,895,600 0

797,148 11,894,740 0

一般会計 教育費 高等学校費 75,927,750 73,679,240 0

75,927,750 73,679,240 0

0 0 0

0 0 0

□□□□□□

左のうち、令和６
年度からの繰越額
分

一般会計 教育費 高等学校費 38,500 0

38,500 0

0 0

0 0

0 0

0 0

一般会計 教育費 高等学校費 242,000 0

242,000 0

一般会計 教育費 高等学校費 22,000 0

22,000 0

0 0

0 0

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

(16)公有財産購入
費

計

高校教育費

(17)備品購入費

(14)工事請負費

計

(21)補償、補填及
び賠償金

款

(12)委託料

目

特別支援学校管理費

節　名

高等学校管理費

(12)委託料

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

教育管理費

計

高等学校管理費

計

教育管理費

会　計 款 項

計

計

高等学校管理費

項 目節　名

計

(18)負担金、補助
及び交付金

(14)工事請負費

計

高等学校管理費

計

執　行　済　額　　（円）

執　行　済　額　　（円）

（令和７年７月31日現在）

令和６年度令和５年度

(17)備品購入費

(18)負担金、補助
及び交付金

計

会　計

高等学校管理費

高等学校管理費

計

(16)公有財産購入
費

計

(21)補償、補填及
び賠償金

- 48 -



　

□□□□□□

当初額 変更増減額 計

（事務関係） 円 円 円 円 円 浜松視覚特別支援学校

浜松聴覚特別支援学校

浜松東高校

6. 4. 1  6.10.31 2,516,855 浜名高校

5,552,580 4,755,960 295,361 5,051,321 一般 ～ 浜北西高校

7. 3.31  7. 4.30 2,534,466 浜北特別支援学校

浜松工業高校

西部特別支援学校

浜松湖北高校

小計 5,051,321 浜松みをつくし特別支援学校

390,500 単価 単価 6. 4. 19 6. 9. 4 38,500 随契１号

単価 38,500/回 0 38,500/回 随契 ～ 6.12.26 38,500 （少額）

39,050/回 7. 3. 31 7. 3.24 77,000 単価契約

小計 154,000

6.12.26
39,050 39,050 0 39,050 随契 ～ 7. 3.24 39,050

7. 3.31
小計 39,050

6.12.26
24,200 24,200 0 24,200 随契 ～ 7. 3.24 24,200

7. 3.31
小計 24,200

7. 1. 8
51,810 51,810 0 51,810 随契 ～ 7. 3.14 51,810

7. 3.31
小計 51,810

合　　　計 ５件 6,058,140 5,320,381

6. 4.１
～

7. 3.31

単価　  単価　  
運搬料 運搬料 6. 4. 8 浜松大平台高校

715円/回 715円/回 ～
処分料 処分料 7. 3.31 単価契約

13.2円/kg 13.2円/kg

6. 4. 8
～ 浜松東高校

6.12.27

1.10. 1
～ 浜松工業高校

6. 9.30

6.10. 1
～ 浜松工業高校

 11. 9.30

6.11.22
～ 浜松北西高校

7.3.24

計 ６件

浜松工業高校
ほか10校
機械警備業務

参考
４

警備業務 セコム㈱ 10,164,000 0

随契１号
（少額）

4
産業廃棄物
(混合電池)
処理業務

㈱エスアー
ル

産業廃棄物(混
合電池等)処分
業務

随契１号
（少額）

3
産業廃棄物
(混合電池)
処理業務

日本産業廃
棄物処理㈱

産業廃棄物(混
合電池等)収集
運搬業務

参考
２

参考
３

プール浄化
装置保守点
検業務

998,800

可燃物収集
運搬処分業
務

清化工業㈱

（令和６年度）

浜松商業高校

浜松商業高校
ほか10校
消防用設備等
保守点検業務

浜松東高校
ほか25校
プール浄化装
置保守点検業
務

摘要
整理
番号

金　額

参考
１

消防用設備
等保守点検
業務

静岡県消防
設備保守点
検協同組合

受　託　者
当　　初
設計金額

遠鉄アシスト
㈱

委 託 料 に 関 す る 調

契　約　金　額 契約
締結
方法

契約期間 支出年月日
委託業務
の内容

2

1
浜松城北工業高
校ほか10校自家
用電気工作物保
安管理業務

委託業務名

産業廃棄物
処理業務

12,650,859

㈱環吉
産業廃棄物収
集運搬処分業
務

自家用電気
工作物保安
管理業務

12,650,000 859

0

浜松大平台高
校ほか14校
可燃物収集運
搬処分業務

998,800 0

10,164,000

随契１号
（少額）

浜松工業高校
ほか11校
機械警備業務

参考
５

警備業務 セコム㈱ 14,256,000

建築基準法第
12条に基づく
定期点検業務

環境保全㈱

5
水銀使用製
品産業廃棄
物処理業務

中遠環境保
全株式会社

水銀使用製品
(蛍光灯)産業
廃棄物収集運
搬処分業務

2,200,000
参考
６

建築基準法
第12条に基
づく定期点
検業務

㈲山口一級
建築士事務
所

2,200,000 0
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□□□□□□

当初額 変更増減額 計

（事務関係） 円 円 円 円 円 浜松視覚特別支援学校

浜松聴覚特別支援学校

浜松東高校

 7. 4. 1 浜名高校

5,864,760 5,212,680 一般 ～ 浜北西高校

 8. 3.31 浜北特別支援学校

浜松工業高校

西部特別支援学校

浜松湖北高校

浜松みをつくし特別支援学校

484,000  7. 4. 7 7. 7.18 38,500 随契１号
単価 単価 ～ （少額）
48,400/回 38,500/回 　8. 3.31 単価契約

小計 38,500
合　　　計 ２件 6,348,760 38,500

 7. 4. 1
12,540,000 ～

 8. 3.31

運搬料 7. 4. 7
770円/回 ～ 浜松大平台高校

処分料 8. 3.31 単価契約

13.2円/kg

 7. 4.10
～ 浜松東高校

7.12.26

6.10. 1
～ 浜松工業高校

 11. 9.30

計 ４件

受　託　者委託業務名

浜松商業高校

浜松商業高校
ほか10校消防
用設備等保守
点検業務

契約
締結
方法

金　額支出年月日
当　　初
設計金額

参考
３

参考
２

参考
１

可燃物収集
運搬処分業
務

消防用設備
等保守点検
業務

参考
４

浜松東高校ほ
か23校プール
浄化装置保守
点検業務

14,256,000
浜松工業高校
ほか11校
機械警備業務

浜松大平台高
校ほか14校
可燃物収集運
搬処分業務

（令和７年度）

産業廃棄物収
集運搬処分業
務

警備業務

清化工業㈱

静岡県消防
設備保守点
検協同組合

セコム㈱

995,500
プール浄化
装置保守点
検業務

環境保全㈱

随契

契　約　金　額

1

浜松城北工業
高校ほか10校
自家用電気工
作物保安管理
業務

委託業務
の内容

委 託 料 に 関 す る 調

自家用電気
工作物保安
管理業務

整理
番号

遠鉄アシス
ト㈱

（令和７月7月31日現在）

摘要契約期間

2
産業廃棄物
処理業務

株式会社
環吉
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□□□□□□ 

負担金支出調 

 

                                       （令和６年度） 

整理番号 負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日 

１ 全国工業高等学

校長協会総会・

研究協議会参加

費 

全国工業高等学

校長協会長 

開催通知による 

 

第75回総会・研

究協議会 

 

5,000 

 

6.4.26 

 

２ 全国高等学校長

協会総会・研究

協議会参加費 

 

全国高等学校長

協会長 

開催通知による 

 

第76回総会・研

究協議会 

 

4,000 

 

6.5.2 

 

３ 

 

 

労働安全衛生法

に基づく技能講

習受講料 

 

一般社団法人 

浜松労働基準協

会 

 

開催通知による 

 

 

ガス溶接技能講

習 

 

30,800 

 

 

 

6.5.22 

 

４ 労働安全衛生法

に基づく特別教

育受講料 

 

株式会社静岡県

セイブ自動車学

校 

開催通知による 

 

低圧電気取扱い

業務特別教育 

 

17,600 

 

 

6.5.30 

５ 労働安全衛生法

に基づく特別教

育受講料 

 

一般財団法人 

関東電気保安協

会沼津事業本部 

開催通知による 

 

高圧・特別高圧

電気取扱業務特

別教育 

 

22,440 

 

 

6.5.31 

６ 

 

労働安全衛生法

に基づく特別教

育受講料 

 

株式会社掛川自

動車学校（掛川

クレーン学校） 

開催通知による 低圧電気取扱業

務特別教育 

 

45,000 

 

6.5.31 

７ 労働安全衛生法

に基づく特別教

育受講料 

 

清水労働基準協

会 

 

開催通知による 

 

機械研削といし

取替業務特別教

育 

 

17,100 

 

 

6.6.3 

８ 東海地区工業高

等学校長教育研

究会参加費 

東海地区工業高

等学校長教育研

究会長 

開催通知による 

 

令和６年度教育

研究会 

 

2,000 

 

6.6.17 

 

９ 

 

東海四県高等学

校長生徒指導連

絡協議会参加費 

東海四県高等学

校長生徒指導連

絡協議会長 

開催通知による 

 

令和６年度連絡

協議会 

 

2,000 

 

6.7.4 
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10 

 

 

 

高等学校等就学

支援金 

 

全日制高等学校

授業料 

（第1期628名） 

高等学校等就学

支援金の支給に

関する法律 

高等学校に在籍

する生徒の授業

料に充てる 

 

18,651,600 

振替日 

6.7.31 

11 

 

 

 

全国工業高等学

校長協会研究協

議会参加費 

全国工業高等学

校長協会長 

開催通知による 

 

第72回研究協議

会 

 

6,000 

 

6.8.7 

 

12 

 

 

高等学校等就学

支援金 

 

 

全日制高等学校

授業料 

（第2期610名） 

高等学校等就学

支援金の支給に

関する法律 

 

高等学校に在籍

する生徒の授業

料に充てる 

 

 

30,195,000 

 

振替日 

6.10.31 

 

 

13 

 

 

高等学校等就学

支援金 

 

全日制高等学校

授業料 

（第2期2名） 

高等学校等就学

支援金の支給に

関する法律 

高等学校に在籍

する生徒の授業

料に充てる 

 

39,600 

振替日 

6.10.31 

14 高等学校等就学

支援金 

 

 

全日制高等学校

授業料 

（第2期 3名） 

 

高等学校等就学

支援金の支給に

関する法律 

 

高等学校に在籍

する生徒の授業

料に充てる 

 

 

148,500 

 

振替日 

6.12.13 

 

 

15 高等学校等就学

支援金 

 

全日制高等学校

授業料 

（第2期 1名） 

高等学校等就学

支援金の支給に

関する法律 

高等学校に在籍

する生徒の授業

料に充てる 

 

49,500 

 

振替日 

6.12.26 

 

16 高等学校等就学

支援金 

 

 

全日制高等学校

授業料 

（第2期 1名） 

高等学校等就学

支援金の支給に

関する法律 

 

高等学校に在籍

する生徒の授業

料に充てる 

 

 

49,500 

 

振替日 

7.1.29 

 

 

17 

 

 

 

高等学校等就学

支援金 

 

全日制高等学校

授業料 

（第3期615名） 

高等学校等就学

支援金の支給に

関する法律 

高等学校に在籍

する生徒の授業

料に充てる 

 

24,354,000 

振替日 

7.1.31 

18 高等学校等就学

支援金 

 

全日制高等学校

授業料 

（第3期1名） 

高等学校等就学

支援金の支給に

関する法律 

高等学校に在籍

する生徒の授業

料に充てる 

 

39,600 

振替日 

7.2.28 

 

計 18件       73,679,240  
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□□□□□□ 

負担金支出調 

                              

（令和７年度） 

                                （令和７年７月31日現在） 

整理番号 負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日 

１ 全国工業高等学

校長協会総会・

研究協議会参加

費 

公益社団法人全

国工業高等学校

長協会長 

開催通知による 

 

第76回総会・研

究協議会 

  円 

5,000 

 

7.4.25 

 

２ 全国高等学校長

協会総会・研究

協議会参加費 

 

全国高等学校長

協会長 

開催通知による 

 

第77回総会・研

究協議会 

 

4,000 

 

7.5.14 

 

３ 東海地区工業高

等学校長教育研

究会総会・研究

協議会参加費 

東海地区工業高

等学校長教育研

究会長 

開催通知による 

 

令和７年度総

会・研究協議会 

 

3,000 

 

  7.7.7 

 

４ 

 

 

防火管理者講習

受講料 

一般財団法人日

本防災・防火協

会 

開催通知による 

 

 

甲種防火管理者

新規講習 

 

8,000 

 

 

  

7.7.14 

 

５ 

 

東海四県高等学

校長連絡協議会

総会・研究協議

会参加費 

東海四県高等学

校長連絡協議会

長 

開催通知による 

 

令和７年度総

会・研究協議会 

    

2,000 

 

  7.7.23 

 

計 ５件       22,000  

 



□
□
□
□
□
□

建
築

工
事

調

契
約
 
 
 
 
 
金

額

計

随
契
1
号
（
少
額
）

1
,
8
7
0
,
0
0
0

1
,
7
4
9
,
0
0
0

0
1
,
7
4
9
,
0
0
0

随
契

1
,
7
4
9
,
0
0
0

済
令
達
　
R
6
.
1
2
.
1
3

最
終
支
払
　
R
7
.
4
.
1
8

合
　
　
計

1
件

1
,
8
7
0
,
0
0
0

1
,
7
4
9
,
0
0
0

0
1
,
7
4
9
,
0
0
0

1
,
7
4
9
,
0
0
0

（
令
和
６
年
度
）

整
理

番
号

予
算

科
目

工
事
名

工
事

箇
所

当
初
設
計
金
額

契
約

締
結

方
法

受
注
者

着
　
手

完
成
(
予

定
）

年
月
日

支
 
出
 
済
 
額

工
 
事
 
概
 
要

公
有

財
産

台
帳

摘
 
 
 
 
 
 
 
 
要

当
 
 
 
初
 
 
 
額

変
 
更
 
増
 
減
 
額

1
教
育
管
理
費

令
和
６
年
度
静
岡
県
立
浜
松
城
北
工
業
高

等
学
校
電
話
設
備
更
新
工
事

浜
松
市

中
央
区

住
吉
地

内

㈱
エ
ン
ツ
ー

R
 
6
.
1
2
.
2
4

R
 
7
.
 
3
.
 
9

電
話
設
備
更
新
工
事
一
式
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□
□
□
□
□
□

建
築

工
事

調

契
約
 
 
 
 
 
金

額

計

随
契
1
号
（
少
額
）

7
0
4
,
0
0
0

7
0
4
,
0
0
0

随
契

令
達
　
R
7
.
 
6
.
1
1

合
　
　
計

1
件

7
0
4
,
0
0
0

7
0
4
,
0
0
0

0
0

0

契
約
 
 
 
 
 
金

額

計

8
3
,
5
3
4
,
0
0
0

7
6
,
7
8
0
,
0
0
0

入
札

合
　
　
計

1
件

8
3
,
5
3
4
,
0
0
0

7
6
,
7
8
0
,
0
0
0

0
0

0

摘
 
 
 
 
 
 
 
 
要

（
令
和
７
年
度
）

（
令
和
７
年
７
月
3
1
日
現
在
）

整
理

番
号

予
算

科
目

工
事
名

工
事

箇
所

当
初
設
計
金
額

予
算

科
目

受
注
者

着
　
手

完
成
(
予

定
）

年
月
日

支
 
出
 
済
 
額

工
 
事
 
概
 
要

公
有

財
産

台
帳

契
約

締
結

方
法

公
有

財
産

台
帳

R
 
7
.
 
7
.
 
1

R
 
7
.
 
9
.
 
5

防
火
設
備
修
繕
工
事
一
式

摘
 
 
 
 
 
 
 
 
要

契
約

締
結

方
法

当
 
 
 
初
 
 
 
額

変
 
更
 
増
 
減
 
額

1
教
育
管
理
費

令
和
７
年
度
静
岡
県
立
浜
松
城
北
工
業
高

等
学
校
電
子
実
験
棟
他
防
火
設
備
修
繕
工

事

浜
松
市

中
央
区

住
吉
地

内

（
参
考
）

セ
ル
コ
㈱

当
 
 
 
初
 
 
 
額

変
 
更
 
増
 
減
 
額

支
 
出
 
済
 
額

工
 
事
 
概
 
要

1
教
育
管
理
費

令
和
７
年
度
［
第
３
７
-
Ｚ
１
５
２
０
-
０

１
号
］
浜
松
城
北
工
業
高
等
学
校
新
技
術

実
習
棟
他
屋
根
改
修
工
事

浜
松
市

中
央
区

住
吉
地

内

受
注
者

着
　
手

完
成
(
予

定
）

年
月
日

工
事
名

工
事

箇
所

当
初
設
計
金
額

整
理

番
号

㈱
原
田
総
合
計

画
R
7
.
8
.
1
8

R
7
.
3
.
1
7

屋
根
改
修
工
事
一
式
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□□□□□□

公 有 財 産 調

数量又
は面積

台帳価格
数量又
は面積

台帳価格
数量又
は面積

台帳価格
数量又
は面積

台帳価格

千円 千円 千円 千円

3,138,054 1,681 23,955 3,115,780

㎡ ㎡ ㎡

55,254.91 2,919,790 55,254.91 2,919,790

本 本 本 本

187 3,257 1 20 186 3,237
㎡ ㎡ ㎡ ㎡

11,028.29 11,028.29

19,183.30 20,121 19,183.30
個 個 個 個

92 35,232 1 1,681 1 3,814 92 33,099

㎡ ㎡ ㎡

433.98 33,051 433.98 33,051

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

128.47 128.47

244.10 1,158 244.10
個 個 個 個

4 0 4 0

件 件 件 件

6 127 6 127

「令和７年度中増減なし」

527

127

建 　 物

公有財産に
準ずるもの 127

1,685

電　　話
加 入 権

工 作 物

区　分
令和6年3月31日現在

行政財産

土　  地

樹　　木

摘要

㎡
土　  地

35,895 33,578

令和7年3月31日現在

工 作 物

普通財産

159,654

建 　 物
179,775

（令和６年度）

増 減
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□□□□□□

整理

番号 台帳 現況 単価 年　額

㎡ 円 円

359.45
579.71

219.72
366.30

222.29
382.82

33.99
33.99

20.40
20.40

13.86
13.86

18.21
17.39

86.95
86.95

208.79
208.79

1,183.66
1,710.21

基

2

個

1

本

1

個

1

個

1

無　償
７.４.１から
８.３.31まで

(一社)浜松城北工業
高等学校後援会長

テニス部用
物置

11 工作物
雑工
作物

浜松市中央区住吉
５丁目３０７－４

物置

無　償
７.４.１から
８.３.31まで

(一社)浜松城北工業
高等学校後援会長

テニスコー
ト照明設備

10 工作物
照明
装置

浜松市中央区住吉
５丁目３０７－４

水銀灯400W×
2灯×２柱

７.４.１から
８.３.31まで

(一社)浜松城北工業
高等学校後援会長

テニス部用
物置電線引
込用電柱

10,737,684

７.４.１から
８.３.31まで

計

12 工作物

自動車整備
実習室

無　償
(一社)浜松城北工業
高等学校後援会長

中庭中央
渡り廊下

無　償

７.４.１から
８.３.31まで

(一社)浜松城北工業
高等学校後援会長

静岡県立浜松特別
支援学校長

７.４.１から
８.３.31まで

電柱
浜松市中央区住吉
５丁目３０７－４

引込電柱

建物
雑屋
建

浜松市中央区住吉
５丁目１５５－１

鉄骨造平屋建

ものづくり
ハウス

9 建物
事務
所建

浜松市中央区住吉
５丁目３０７－４

鉄骨造２階建 ―
７.４.１から
８.３.31まで

(一社)浜松城北工業
高等学校後援会長

リサイクル
ステーショ
ン

8 建物
工場
建

浜松市中央区住吉
５丁目１６－１

鉄骨造平屋建 無　償

野球部室

6

7 建物
雑屋
建

浜松市中央区住吉
５丁目１５５－１

木造平屋建 無　償

卓球・ブラ
スバンド練
習場

浜松市中央区住吉
５丁目３０７－４

無　償
７.４.１から
８.３.31まで

(一社)浜松城北工業
高等学校後援会長

北自転車置
場渡り廊下

無　償

事務
所建

浜松市中央区住吉
５丁目１６－１

無　償 東部室

3 建物
倉庫
建

浜松市中央区住吉
５丁目１５５－１

７.４.１から
８.３.31まで

1 建物
事務
所建

浜松市中央区住吉
５丁目３０７－４

建物

鉄筋コンクリー
ト造２階建

2 建物

用　途

（令和７年７月31日現在）

数量又
は面積

借　　　料
契約期間

無　償
７.４.１から
８.３.31まで

(一社)浜松城北工業
高等学校後援会長

生活館

(一社)浜松城北工業
高等学校後援会長

倉庫
建

浜松市中央区住吉
５丁目３１１－１

鉄骨造平屋建 無　償

区分 種別 所　在　地
地　　目 所有者又は

契約者氏名

計

借　地　借　家　等　調

4
倉庫
建

5 建物
７.４.１から
８.３.31まで

6

鉄筋コンクリー
ト造２階建

鉄筋コンクリー
ト造２階建

鉄骨造平屋建

(一社)浜松城北工業
高等学校後援会長

７.４.１から
８.３.31まで

(一社)浜松城北工業
高等学校後援会長

6,400,169
３.７.１から
16.６.30まで

三井住友ファイナン
ス＆リース㈱

普通教室
空調設備

13 工作物
冷暖房
装置

浜松市中央区住吉
５丁目１６－１

空調設備

4,337,515
６.７.１から
19.６.30まで

ＮＴＴ・ＴＣリース
㈱　静岡支店

特別教室
空調設備

14 工作物
冷暖房
装置

浜松市中央区住吉
５丁目１６－１

空調設備

- 57 -



□□□□□□

台帳 現況 単価 年　額
㎡ 円 円 3. 4. 1から

27.40 免　除 8. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

300.00 免　除 8. 3.31まで
㎡ 6. 4. 1から

0.78 11. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

0.36 8. 3.31まで
㎡ 6. 4. 1から

0.29 11. 3.31まで
㎡ 6. 4. 1から

0.25 11. 3.31まで
本 5. 4. 1から
7 10. 3.31まで
本 4. 4. 1から
9 9. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

222.29 8. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

219.72 8. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

20.40 8. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

13.86 8. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

34.50 8. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

99.38 8. 3.31まで
㎡ 7. 4. 1から
2 10. 3.31まで
㎡ 7. 4. 1から

26.85 10. 3.31まで
㎡ 7. 4. 1から
1 10. 3.31まで
㎡ 7. 4. 1から
1 10. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

5.38 8. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

2.16 8. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

359.45 8. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

33.99 8. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

8.73 8. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

0.09 8. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

2.27 8. 3.31まで
㎡ 6. 4. 1から

0.25 11. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

3.30 8. 3.31まで
㎡ 3. 4. 1から

3.30 8. 3.31まで
㎡ 4.10. 1から

0.22 9. 3.31まで
㎡ 6. 6. 8から

1165.32 6. 8.10まで
㎡ 6.12.21から

2223.64 7. 2.16まで
 28,970

    行政財産貸付・使用許可調
（令和７年７月31日現在）

整理
番号

区分 種別 所　在　地
地目 数量又

は面積
貸付料又は使用料 貸付又は使

用許可期間
貸付又は使用許可を

受けた者の氏名
貸付・使用
許可目的

1 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

浜松市長 歩道用地

2 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

浜松市長 道路敷地

3 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除 浜松市長
避難地標識
板用地

4 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除 浜松市長 反射鏡用地

5 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
浜松市水道事業及び
下水道事業管理者

反射鏡用地

6 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
浜松市水道事業及び
下水道事業管理者

災害復旧資材
置場看板用地

7 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

1,500 10,500
西日本電信電話㈱
静岡支店長

電柱及び支
線用地

8 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

1,500 13,500
中部電力パワーグリッ
ド㈱浜松営業所長

電柱及び支
線用地

9 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
（一社）浜松城北工
業高校後援会長

卓球・ブラスバ
ンド練習場用地

10 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
（一社）浜松城北工
業高校後援会長

部室用地

11 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
（一社）浜松城北工
業高校後援会長

野球部部室
用地

12 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
（一社）浜松城北工
業高校後援会長

中庭中央渡
り廊下用地

13 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
（一社）浜松城北工
業高校後援会長

リサイクルス
テーション用地

14 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
（一社）浜松城北工
業高校後援会長

ものづくり
ハウス用地

15 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

2,570
（一社）浜松城北工
業高校後援会長

自動販売機
用地

16 建物
事務
所建

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１ RC造 RC造 免　除

（一社）浜松城北工
業高校後援会長

購買

17 建物
事務
所建

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１ RC造 RC造 1,200

（一社）浜松城北工
業高校後援会長

自動販売機用地

18 建物
事務
所建

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１ RC造 RC造 1,200

（一社）浜松城北工
業高校後援会長

自動販売機用地

19 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
浜松城北工業高等学
校同窓会長

校名看板用
地

20 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
（一社）浜松城北工
業高校後援会長

テニスコート
照明設備用地

21 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
（一社）浜松城北工
業高校後援会長

生活館用地

22 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
（一社）浜松城北工
業高校後援会長

渡り廊下用
地

23 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
（一社）浜松城北工
業高校後援会長

テニス部物
置用地

24 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
（一社）浜松城北工
業高校後援会長

テニス部物置
用電柱用地

25 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

免　除
浜松城北工業高等学
校同窓会長

ソーラー発電自
立型照明灯用地

26 土地
学校
敷地

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

学校
用地

学校
用地

合　　計

免　除 浜松市長 街路灯用地

27 建物
事務
所建

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１ RC造 RC造 免　除

浜松城北工業高校父
母教師会長

進路補助員
業務場所

28 建物
事務
所建

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１ RC造 RC造

30 建物
工場
建

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

RC造
他

RC造
他

免　除
静岡県職業能力開発
協会

検定会場

免　除
浜松城北工業高校父
母教師会長

図書補助員
業務場所

免　除 浜松市長
住居表示街区表
示板設置３箇所29

工作
物

囲障
浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

免　除
静岡県職業能力開発
協会

検定会場31 建物
工場
建

浜松市中央区住吉５
丁目１６－１

RC造
他

RC造
他
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台帳 現況 単価 年　額

㎡ 7. 4.１から

958.21 8. 3.31まで

㎡ 7. 4.１から

5.67 8. 3.31まで

㎡ 7. 4.１から

41.19 8. 3.31まで

㎡ 7. 4.１から

3.64 8. 3.31まで

本 円 円 4. 4.１から

1 1,500 1,500 9. 3.31まで

㎡ 7. 4.１から

131.40 8. 3.31まで

1,500

□□□□□□

（令和７年７月31日現在）

職 員 公 舎 管 理 状 況 調

RC造
静岡県立浜松特別
支援学校長

分校教室と
して使用

免　除

4

学校
敷地

浜松市中央区住吉
５丁目１６－１

学校
用地

土地5

【空家戸数内訳】
令和６年８月28日～　１戸
令和６年９月１日～　１戸
小笠高等学校職員１戸入居

摘　　要

1

整理
番号

2 1

RC造

2 1

管理戸
(室)数
（Ａ）

普通財産・借受財産等貸付調

整理
番号 区分

貸付又は使用許可
を受けた者の氏名

静岡県立浜松特別
支援学校長

昭５４．３

（令和７年７月31日現在）

貸付･使用
許可目的

城北分校建
物敷地

静岡県立浜松特別
支援学校長

1 土地
学校
用地

学校
敷地

浜松市中央区住吉
５丁目１６－１

免　除
学校
用地

城北分校倉
庫敷地

Ｂの内他事
務所職員入
居戸(室)数

建築年月

3 土地
学校
用地

城北分校駐
輪場敷地

静岡県立浜松特別
支援学校長

住宅
敷地

合　　計

静岡県立浜松特別
支援学校長

城北分校倉
庫敷地

浜松市中央区上島
６丁目３０－１８

中部電力パワーグ
リッド㈱浜松営業所
長

電柱用地

2計

2

土地

入居
(室)数
（Ｂ）

空家(室)数（Ａ
－Ｂ）

浜松市中央区上
島６丁目３０－１８

ＲＣ造
陸屋根
２階建

4

構　造所　在　地

6 建物
事務
所建

浜松市中央区住吉
５丁目１６－１

2 土地

学校
敷地

浜松市中央区住吉
５丁目１６－１

浜松市中央区住吉
５丁目１６－１

4

貸付又は使
用許可期間

地　　　目 数量又
は面積

学校
敷地

種別
貸付料又は使用料

所　在　地

免　除

免　除

宅地 宅地

学校
用地

学校
用地

学校
用地

学校
用地

免　除
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□□□□□□ 

               主 要 備 品 調 

                               （令和７年７月31日現在） 

整理 

番号 

区分 
品 名・規 格 利用状況 購 入 年 月 購 入 金 額 

大・中 小 

１ 06-02 金属加工工作機

器 

ＮＣ加工装置 

ＮＣフライス盤

３台 

週３日(年間105日) 

機械科２年実習で使用 

 

平成14年２月 

      円 

30,238,215 

２ 05-03 電気試験計測機

器 

電力供給実習装

置 風力・太陽

光発電設備 

週１日(年間35日) 

電気科３年課題研究で

使用 

平成12年３月 28,140,000 

３ 05-03 電気試験計測機

器 

送電制御実習装

置 監視・制御

デスク設備他 

週１日(年間35日) 

電気科３年課題研究で

使用 

平成12年３月 24,465,925 

４ 05-99 試験実験機器 太陽光発電装置 

太陽電池発電シ

ステム 

週４日(年間140日) 

電子科３年実習、課題

研究で使用 

平成10年３月 24,333,015 

５ 02-01 パーソナルコン

ピュータ 

（一式） 

コンピュータグ

ラフィック実習

装置 

週５日(年間175日) 

電子科１年工業技術基

礎、２・３年実習、課

題研究で使用 

平成13年３月 17,023,216 

６ 02-01 パーソナルコン

ピュータ 

（一式） 

自動設計加工実

習装置 

週４日(年間140日) 

電子科２年製図、３年

課題研究で使用 

技術系部活で使用 

令和４年１月 16,082,000 

７ 05-03 電気試験計測機

器 

高電圧試験装置 

パルス電子技術

㈱製一式 

週１日(年間35日) 

電気科２年実習で使用 

平成８年３月 15,965,000 

８ 06-02 金属加工工作機

器 

マシニングセン

タ 

静岡鐵工所 

ＤＴ―３０Ｎ 

３台 

週２日(年間40日) 

電子機械科２・３年実

習、技能検定練習で使

用 

技術系部活で使用 

令和３年11月 15,521,000 

９ 02-01 パーソナルコン

ピュータ 

（一式） 

３Ⅾモデリング

装置 

週４日(年間210日) 

電気科３年課題研究、

選択科目で使用 

令和４年１月 14,949,000 

10 02-01 パーソナルコン

ピュータ 

（一式） 

情報基礎実習装

置 

週５日(年間175日) 

工業２科の1年工業技 

術基礎、３年プログラ 

ミング技術、課題研究 

等で使用 

平成12年１月 14,744,520 
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整理 

番号 

区分 
品 名・規 格 利用状況 購 入 年 月 購 入 金 額 

大・中 小 

11 02-01 パーソナルコン

ピュータ 

（一式） 

自動設計製図装

置 ＭＬ310ｅ 

Ｇｅｎ８ ｖ２他 

週５日(年間175日) 

工業２科３年製図、実 

習、課題研究で使用 

平成27年３月 14,688,000 

12 06-02 金属加工工作機

器 

マシニングセン

タ 

ＭＡＺＡＫ 

VCN430A SMOOTHC 

週３日(年間105日) 

機械科２・３年実習、

課題研究で使用 

技術系部活で使用 

令和４年３月 13,134,000 

13 05-99 試験実験機器 高度計測制御シ

ステム 富士通

ＯＡ､ＬａｂＶＩ

ＥＷ他 

週１日(年間35日) 

電子科３年実習で使用 

平成８年３月 12,380,833 

14 06-06 炉 鋳鉄溶解炉 

高温用可傾式 

週１日(年間35日) 

機械科１年実習で使用 

平成６年３月 12,360,000 

15 06-02 金属加工工作機

器 

ワイヤー放電加

工機 

ソディック 

ＶＬ４００Ｌ 

週３日(年間105日) 

機械科３年実習で使用 

令和４年２月 12,100,000 

16 06-02 金属加工工作機

器 

歯切盤 北井産

業 ８-ＦＨ 

週３日(年間105日) 

機械科２年実習で使用 

平成９年２月 11,072,500 

17 05-07 距離・長さ測量

機器 

三次元測定機 

ミツトヨ 

ＢＨＮ５０６ 

週３日(年間105日) 

機械科２年実習で使用 

平成６年３月 10,094,000 

18 06-02 金属加工工作機

器 

歯切盤 オーエ

鉄工 １８０Ｓ 

週３日(年間105日) 

機械科２年実習で使用 

平成６年３月  9,888,000 

19 06-06 炉 加熱炉 

サーマル 

ブリネルＴＬ－

４ＸＤ 

週３日(年間105日) 

機械科２年実習で使用 

平成10年３月 9,828,000 

20 05-03 電気試験計測機

器 

電気機器実験装置 

精工社  

誘導電動機・ 

電動発電機 

週１日(年間35日) 

電気科２年実習で使用 

平成７年３月 9,785,000 

 



□□□□□□

整理
番号

職　名 氏   名 事務分担 住   所 勤務年数

1 校長 寺田 弘隆 □□□ □年□月

2 副校長 廣野 仁志 □□□ □年□月

3 教頭 岡 本 研 地歴公民 □□□ □年□月

4 事務長 手塚 智子 □□□ □年□月

5 教諭 井口 嗣浩 数学 □□□ □年□月

6 教諭 佐野 剛史 理科 □□□ □年□月

7 教諭 福井 一恭 （電子） □□□ □年□月

8 教諭 山本 晃弘 英語 □□□ □年□月

9 教諭 内 山 章 数学 □□□ □年□月

10 教諭 池谷 守之 保健体育 □□□ □年□月

11 教諭 松井 和弘 保健体育 □□□ □年□月

12 教諭 森下 博正 （電子） □□□ □年□月

13 教諭 羽切 政人 保健体育 □□□ □年□月

14 教諭 浜田 俊則 保健体育 □□□ □年□月

15 教諭 曽我 和輝 （機械） □□□ □年□月

16 教諭 杉本 敏明 （電子） □□□ □年□月

17 教諭 岩﨑 真路 英語 □□□ □年□月

18 教諭 増山 隆博 地歴公民 □□□ □年□月

19 教諭 佐藤 雅年 （機械） □□□ □年□月

20 教諭 髙 原 貴 （電気） □□□ □年□月

21 教諭 倉 本 徹 （電気） □□□ □年□月

22 教諭 曽根 隆志 （電子機械） □□□ □年□月

23 教諭 小倉 好尋 地歴公民 □□□ □年□月

24 教諭 吉田 泰子 英語 □□□ □年□月

25 教諭 村野 寿夫 （電子） □□□ □年□月

26 教諭 青島 一弘 国語 □□□ □年□月

27 教諭 松本 憲雅 （電子機械） □□□ □年□月

28 教諭 太田 康二 数学 □□□ □年□月

29 教諭 山口 貴士 数学 □□□ □年□月

30 教諭 乾 浩 二 保健体育 □□□ □年□月

31 教諭 青 嶋 敬 （電気） □□□ □年□月

32 教諭 岡 裕 数学 □□□ □年□月

33 教諭 市川 圭一 （電子） □□□ □年□月

34 教諭 戸田 悠介 （機械） □□□ □年□月

35 教諭 林 祐 貴 （機械） □□□ □年□月

36 教諭 美馬 正和 （電子機械） □□□ □年□月

37 教諭 宮澤 竜太 （機械） □□□ □年□月

38 教諭 川端 常弘 保健体育 □□□ □年□月

39 教諭 藤 田 匠 （機械） □□□ □年□月

40 教諭 足立 美希 家庭 □□□ □年□月

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

職       員       調
      　　　　　　 (令和７年7月31日現在）

　　　　摘                要

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□
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41 教諭 吉山 知宏 （電気） □□□ □年□月

42 教諭 髙木聡一郎 地歴公民 □□□ □年□月

43 教諭 中根 佳亮 国語 □□□ □年□月

44 教諭 栁澤 拓真 （電気） □□□ □年□月

45 教諭 山崎 陽介 理科 □□□ □年□月

46 教諭 山下 直人 理科 □□□ □年□月

47 教諭 西谷 静姫 （電子） □□□ □年□月

48 教諭 浅岡大士郎 （電子） □□□ □年□月

49 教諭 杉本 就平 （機械） □□□ □年□月

50 教諭 山本 優花 国語 □□□ □年□月

51 教諭 泉 百 葉 英語 □□□ □年□月

52 教諭 河合 悦次 （機械） □□□ □年□月

53 教諭 山本 鮎香 地歴公民 □□□ □年□月

54 教諭 井尻 康太 （電子機械） □□□ □年□月

55 教諭 新 裕 也 （電子） □□□ □年□月

56 教諭 脇谷 至恩 （電子） □□□ □年□月

57 教諭 村上 惠右 保健体育 □□□ □年□月

58 教諭 大 石 匠 （電子） □□□ □年□月

59 教諭 村松 進一 （電子機械） □□□ □年□月

60 教諭 井上 浩志 （機械） □□□ □年□月

61 教諭 矢部 真吾 （機械） □□□ □年□月

62 養護教諭 竹井 綾子 保健 □□□ □年□月

63 実習助手 花田 英男 （電子） □□□ □年□月

64 実習助手 伊藤 剛史 （電気） □□□ □年□月

65 実習助手 杉山 嘉音 （電子機械） □□□ □年□月

66 主査 山本 真之 管財 □□□ □年□月

67 主査 小澤麻衣子 会計 □□□ □年□月

68 主事 阿部 紘夢 庶務会計 □□□ □年□月

69 技能長 今西 武人 環境整備 □□□ □年□月

4年8月

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

平均年数

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□
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臨時・会計年度任用職員

整理
番号

職  名 氏  名 事務分担 住　所 勤務年数

1 教諭（臨時） 原 田 幸 則 （電子機械） □□□ □年□月

2 教諭（臨時） 桂 智 明 （電子機械） □□□ □年□月

3 教諭（臨時） 寺 田 一 英 （機械） □□□ □年□月

4 主事（臨時） 藤 森 泰 代 庶務会計 □□□ □年□月

5 会計年度任用職員
（非常勤講師） 市 川 敏 髙 国語 □□□ □年□月

6 会計年度任用職員
（非常勤講師） 横 山 郁 乃 音楽 □□□ □年□月

7 会計年度任用職員
（非常勤講師） 乾 久 子 美術 □□□ □年□月

8 会計年度任用職員
（非常勤講師） 奥 棋 子 書道 □□□ □年□月

9 会計年度任用職員
（非常勤講師） 詫 摩 恵 子 家庭 □□□ □年□月

10 会計年度任用職員
（非常勤講師） 大久保まゆみ 家庭 □□□ □年□月

11 会計年度任用職員
（非常勤講師） 南 部 秀 樹 （工業） □□□ □年□月

12 会計年度任用職員
（非常勤講師） 飯 尾 美 行 （機械） □□□ □年□月

13 会計年度任用職員
（非常勤講師） 金 原 秀 典 （機械） □□□ □年□月

14 会計年度任用職員
（非常勤講師） 宮 島 康 宏 （機械） □□□ □年□月

15 会計年度任用職員
（非常勤講師） 倉 田 重 光 （電子機械） □□□ □年□月

16 会計年度任用職員
（非常勤講師） 伊 藤 節 夫 （電気） □□□ □年□月

17 会計年度任用職員
（非常勤講師） 渡 邉 洋 二 （電気） □□□ □年□月

18 会計年度任用職員
（非常勤講師） 谷 口 眞 通 （電子） □□□ □年□月

19 会計年度任用職員
（非常勤講師） 山 屋 宏 （電子） □□□ □年□月

20 会計年度任用職員
（非常勤労務職員） 鈴 木 礼 三 □□□ □年□月

21 会計年度任用職員
（非常勤労務職員） 原 野 陽 子 □□□ □年□月

22 会計年度任用職員
（非常勤嘱託員） 鷹 野 か を り □□□ □年□月

23 会計年度任用職員
（外国語指導講師）

ミレヤ・フルートス 英語 □□□ □年□月

24 学校医 鈴 木 保 孝 内科 □□□ □年□月

25 学校医 畠 山 眞 行 眼科 □□□ □年□月

26 学校医 鳥 居 智 子 耳鼻科 □□□ □年□月

27 学校歯科医 小 澤 仁 歯科 □□□ □年□月

28 学校薬剤師 澤 田 由 紀 子 薬剤師 □□□ □年□月

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

摘　　　　　　　要

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□
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（令和7年7月31日現在）

20 歳未満 0 人

20 歳以上 30 歳未満 8

30 歳以上 40 歳未満 14

40 歳以上 50 歳未満 10

50 歳以上 56 歳未満 10

56 歳以上 61 歳未満 15

61 歳以上 12

69

□□□□□□

計 平均年齢 48.1歳

職  員  の  年  齢  調

年        齢 人     員 摘                   要

暫定再任用職員10人
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□□□□□□

１　令和６年度受診状況

(1)未受診の理由

受診者数 ７２　人

職員数 ７２　人

１００．０　％

１００．０　％

２　令和７年度在籍者の健康管理区分結果

(1) 　管理区分Ａ～Ｃ２該当者
に対する措置状況

Ａ 休養のため必要な期間、勤務を休止させる。 1(1)人　

Ｂ１ 要治療 ０人　

Ｂ２ 要経過観察 ０人　 (2) 未区分の理由

ア □□□　　　　　　□人

イ □□□　　　　　　□人

ウ □□□　　　　　　□人

エ □□□　　　　　　□人

Ｄ１ 要治療 　28(28)人　
(　　　　　　　　　)

Ｄ２ 要経過観察 　8(8)人　

Ｄ３ 医療不要 　30(30)人　

　67(67)人　

2人　

平常の勤務でよい。

69(67)人　

Ｃ１

人　数

合　　　　　計

　区　分　者　計

Ｃ２ 要経過観察

要治療

健　康　管　理　区　分

勤務時間を短縮し、時間外、休日、宿
日直勤務及び長期又は遠方への出張を
さける。また、必要に応じ勤務場所、
勤務内容の変更を行う。

内　　　容

 未 区 分 者 数

勤務をほぼ平常に行ってよいが症状に
よっては、時間外、休日、宿日直勤務
及び長期又は遠方への出張等勤務に制
限を加える必要がある。

健　康　管　理

　　０人　

県平均受診率

受診率

０人　

区　分

受診状況

－ 70 －


